
高松宮記念杯争奪
第 31 回全日本銃剣道選手権大会
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　　　　令和５年度全日本令和５年度全日本 少年少女武道錬成大少年少女武道錬成大会会特集
　令和５年度全日本少年少女武道錬成大会が、７月 16 日の合気道を皮切りに、弓道（17 日）、
剣道（22・23 日）、空手道（29 日）、柔道（30 日）、銃剣道（８月２日）、少林寺拳法（５日）、
なぎなた（６日）の計８種目９日間、全国から約１万名の参加者を得て開催された。
　今夏も、全国各所で気温 35 度以上の茹

う

だるような猛暑日が続く中、日本武道館に集まった
子どもたちは、暑さを吹き飛ばす元気な声を大道場に響かせ、仲間たちと共に精いっぱいの基
本、試合、演武を披露した。

猛暑を吹き飛ばせ！猛暑を吹き飛ばせ！
汗と涙と笑顔の錬成大会汗と涙と笑顔の錬成大会

少林寺拳法少林寺拳法



大会名誉会長挨拶
植芝守央
合気会理事長

大会会長挨拶
山谷えり子

日本武道館常任理事

模範演武（植芝充央合気道本部道場長）

ちかいのことば　合気道大阪東武育会
熊取谷斗羽（中学 3年・左）、熊取谷心羽（中学３年）

７
月
16
日　

139
団
体
・
１
５
９
４
名
参
加

　

参
加
者
を
Ａ
班
（
午
前
の
部
）・
Ｂ
班
（
午
後
の
部
）
に
分
け
、
同
じ
内
容
を

実
施
し
た
。
午
前
の
部
に
開
会
式
が
行
わ
れ
、
山
谷
え
り
子
日
本
武
道
館
常
任
理

事
と
植
芝
守
央
合
気
会
理
事
長
が
挨
拶
。
そ
の
後
の
基
本
錬
成
で
は
、
全
員
で
舟

漕こ

ぎ
運
動
を
行
っ
た
。
稽
古
錬
成
は
、
本
部
道
場
指
導
部
師
範
が
手
本
を
示
し
な

が
ら
行
わ
れ
た
。
続
い
て
各
団
体
に
よ
る
演
武
錬
成
が
行
わ
れ
、
日
頃
の
稽
古
の

成
果
を
２
分
間
の
中
で
精
い
っ
ぱ
い
披
露
し
た
。
各
班
の
最
後
は
、
植
芝
充
央
合

気
道
本
部
道
場
長
が
模
範
演
武
を
行
い
、
錬
成
を
締
め
く
く
っ
た
。

合

気

道



大会名誉会長挨拶
加藤　出

全日本弓道連盟会長

大会会長挨拶
高村正彦

日本武道館会長

特別演武（左から）飯山雄介教士六段、
久野弥花錬士五段、友安正人教士七段　

ちかいのことば　四日市メリノール学院中学校弓道部
山下寧花（中学３年）

７
月
17
日　

82
団
体
・
862
名
参
加

　

開
会
式
で
は
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
と
加
藤
出
全
日
本
弓
道
連
盟
会
長

が
挨
拶
。そ
の
後
の
基
本
錬
成
で
は
、全
員
で
準
備
体
操
と
徒と

手し
ゅ

八は
っ

節せ
つ

を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
友
安
正
人
教
士
七
段
・
飯
山
雄
介
教
士
六
段
・
久
野
弥
花
錬
士
五
段
の

特
別
演
武
を
見
取
り
稽
古
し
た
。
続
く
試
合
錬
成
で
は
、
予
選
（
男
女
と
も
１
チ

ー
ム
３
名
で
各
４
射
の
計
12
射
）を
行
い
、６
中
以
上
の
チ
ー
ム
が
予
選
を
通
過
。

ま
た
、
予
選
で
４
射
を
皆
中
さ
せ
た
者
に
は
、
皆
中
賞
が
贈
ら
れ
た
。
決
勝
は
的

中
数
に
よ
り
勝
敗
が
競
わ
れ
、
参
加
者
は
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
た
。

弓

道
　

来賓祝辞
角田喜彦

スポーツ庁次長



大会名誉会長挨拶（両日）
中谷行道

全日本剣道連盟専務理事

大会会長挨拶（22日）
川端達夫

日本武道館理事長

公開演武
「木刀による剣道基本技稽古法」
（東京都・足立区剣道連盟）

ちかいのことば（22日）
安田薫

（京都府・南浜少年補導委員会剣道クラブ）

７
月
22
・
23
日　

732
団
体
・
２
６
９
４
名
参
加

　

開
会
式
で
は
22
日
に
川
端
達
夫
日
本
武
道
館
理
事
長
と
中
谷
行
道
全
日
本
剣
道

連
盟
専
務
理
事
が
、
23
日
は
山
谷
え
り
子
日
本
武
道
館
常
任
理
事
と
中
谷
行
道
専

務
理
事
が
挨
拶
。
開
会
式
後
、
選
手
全
員
で
準
備
体
操
と
手
刀
で
の
素
振
り
を
行

っ
た
。
試
合
錬
成
は
３
人
制
の
団
体
戦
と
し
て
、
基
本
判
定
試
合
と
一
本
勝
負
、

ベ
ス
ト
８
以
上
は
三
本
勝
負
で
行
わ
れ
た
。
令
和
元
年
度
以
来
４
年
ぶ
り
に
実
施

し
た
試
合
錬
成
で
は
、
少
年
少
女
剣
士
の
素
晴
ら
し
い
技
が
多
く
見
ら
れ
た
。

剣

道
　

大会会長挨拶（23日）
山谷えり子

日本武道館常任理事

ちかいのことば（23日）
平山優翔

（栃木県・大田原少年剣道教室）



大会名誉会長挨拶
笹川　堯

全日本空手道連盟会長

大会会長挨拶
塩谷　立

日本武道館常任理事

模範演武・帝京大学女子団体形「雲手」（ウンスー）。
（左から）水上千穂、畑中彩留葉、高倉千尋

ちかいのことば　仙台教育空手
早坂湊太（小学６年・中央）

７
月
29
日　

116
団
体
・
１
２
５
３
名
参
加

　

開
会
式
で
は
、
塩
谷
立
日
本
武
道
館
常
任
理
事
と
笹
川
堯
全
日
本
空
手
道
連
盟

会
長
が
挨
拶
。
模
範
演
武
で
は
、
帝
京
大
学
の
女
子
団
体
形
が
披
露
さ
れ
た
。
基

本
錬
成
で
は
、
小
学
１
・
２
年
生
の
部
、
３
・
４
年
生
の
部
、
５
・
６
年
生
の
部
、

中
学
生
の
部
で
上
段
・
中
段
突
き
、
上
段
・
中
段
蹴
り
な
ど
を
行
っ
た
。
試
合
錬

成
で
は
、
中
学
生
の
部
を
男
子
と
女
子
に
分
け
、
計
５
部
門
に
よ
っ
て
形
競
技
と

組
手
（
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）
が
行
わ
れ
た
。
選
手
た
ち
は
渾こ
ん

身し
ん

の
突
き
や
精
い

っ
ぱ
い
の
蹴
り
を
繰
り
出
し
、
白
熱
し
た
試
合
が
行
わ
れ
た
。

空

手

道



大会名誉会長挨拶
中里壮也

全日本柔道連盟副会長兼専務理事

大会会長挨拶
森　英介

日本武道館常任理事

模範演武　太田彪雅選手（上）

ちかいのことば　栃木県・野木町柔道クラブ
吉原凪兎（小学６年）

７
月
30
日　

213
団
体
・
１
７
６
９
名
参
加

　

開
会
式
で
は
、
森
英
介
日
本
武
道
館
常
任
理
事
と
中
里
壮
也
全
日
本
柔
道
連
盟

副
会
長
兼
専
務
理
事
が
挨
拶
。
基
本
錬
成
に
移
り
、
模
範
演
武
・
技
の
解
説
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
、
準
備
運
動
・
か
か
り
稽
古
と
続
き
、
か
か
り
稽
古
で
は
積
極

的
に
取
り
組
む
参
加
者
の
姿
が
見
ら
れ
た
。
基
本
錬
成
終
了
後
、
試
合
錬
成
に
移

っ
た
。
試
合
錬
成
は
低
学
年
の
部
と
高
学
年
の
部
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
た
。
低

学
年
の
部
・
高
学
年
の
部
と
も
に
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、
真
剣
な
姿

勢
で
参
加
者
は
試
合
に
臨
ん
だ
。

柔

道
　



大会名誉会長挨拶
番匠幸一郎

全日本銃剣道連盟会長

大会会長挨拶
江渡聡徳

日本武道館常任理事

特別演武
長谷川英昭教士八段（右）、宍浦功二教士七段

ちかいのことば　元気道場・大桃紘都（中学３年）

８
月
２
日　

46
団
体
・
191
名
参
加

　

開
会
式
で
は
、
江
渡
聡
徳
日
本
武
道
館
常
任
理
事
と
番
匠
幸
一
郎
全
日
本
銃
剣

道
連
盟
会
長
が
挨
拶
。
特
別
演
武
後
の
合
同
錬
成
で
は
、
銃
剣
道
と
短
剣
道
で
そ

れ
ぞ
れ
の
指
揮
者
の
も
と
、
選
手
た
ち
は
大
道
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
錬
成
を

行
っ
た
。
個
人
試
合
錬
成
で
は
、
短
剣
道
、
銃
剣
道
の
小
学
４
年
生
以
下
、
５
年

生
以
上
に
分
か
れ
て
競
技
が
行
わ
れ
、
最
後
に
銃
剣
道
の
小
学
５
・
６
年
生
の
部

と
中
学
生
の
部
の
団
体
試
合
錬
成
が
行
わ
れ
た
。大
道
場
に
は「
ち
び
っ
子
剣
士
」

た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
甲
高
い
掛
け
声
と
声
援
が
鳴
り
響
い
た
。

銃

剣

道



大会名誉会長挨拶
宗　昂馬

少林寺拳法連盟会長

大会会長挨拶
高村正彦

日本武道館会長

招待演武　糸日谷凌央二段
（桜林高校少林寺拳法部）

鎮魂行主座　秋元宏介正拳士四段（少林寺拳法連盟）

８
月
５
日　

162
団
体
・
839
名
参
加

　

本
年
は
「
力り

き

愛あ
い

不ふ

二に

〜
あ
な
た
と
共
に
〜
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
開
催
。

　

鎮
魂
行
に
続
き
、
開
会
式
で
は
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
、
宗
昂
馬
少
林

寺
拳
法
連
盟
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
基
本
錬
成
で
は
、
秋
元
宏
介
正
拳
士
四
段

の
指
揮
の
も
と
、
全
員
で
突
き
や
蹴
り
な
ど
を
行
っ
た
。
演
武
錬
成
で
は
、
段
・

級
、
学
年
別
に
単
独
演
武
や
組
演
武
、
団
体
演
武
を
行
っ
た
。
少
年
・
少
女
拳
士

た
ち
は
大
き
な
気
合
と
と
も
に
拳
を
繰
り
出
し
、
空
を
蹴
り
上
げ
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に
錬
成
に
励
ん
だ
。

少
林
寺
拳
法

招待演武　小林渚沙三段（左）、安藤瑠衣那二段
（桜林高校少林寺拳法部）



大会名誉会長挨拶
久保素子

全日本なぎなた連盟会長

大会会長挨拶
川端達夫

日本武道館理事長
ちかいのことば

駒井志穂梨（清教学園中学校・３年）

８
月
６
日　

127
団
体
・
769
名
参
加

　

開
会
式
で
は
、
川
端
達
夫
日
本
武
道
館
理
事
長
と
久
保
素
子
全
日
本
な
ぎ
な
た

連
盟
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
基
本
錬
成
で
は
、
参
加
者
が
大
道
場
い
っ
ぱ
い
に

広
が
り
、準
備
体
操
、素
振
り
、体
捌さ
ば

き
を
行
っ
た
。
競
技
で
は
、演
技
競
技
（
小
・

中
学
生
合
計
７
部
門
）
と
試
合
競
技
（
小
・
中
学
生
合
計
10
部
門
）
が
行
わ
れ
た
。

２
人
１
組
で
、
し
か
け
応
じ
の
指
定
技
を
演
武
す
る
演
技
競
技
で
は
、
少
年
少
女

の
気
品
あ
ふ
れ
る
演
武
が
披
露
さ
れ
た
。
試
合
競
技
で
は
、
各
試
合
場
で
気
迫
の

こ
も
っ
た
技
が
繰
り
出
さ
れ
た
。

な
ぎ
な
た
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ニュース　全日本銃剣道選手権大会

　

高
松
宮
記
念
杯
争
奪
第
31
回
全
日
本
銃

剣
道
選
手
権
大
会
が
８
月
４
日
、
日
本
武

道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
63
名
が

出
場
し
、
決
勝
は
初
め
て
決
勝
に
上
が
っ

た
赤
平
翔
太
（
山
形
）
と
連
覇
を
狙
う
藤

原
考
貴
（
栃
木
）
が
対
戦
。
２
―
０
で
赤

平
が
勝
利
し
、
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

■
１
〜
３
回
戦

　

第
１
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
過
去
２
回
優
勝

の
薗
田
泰
之
（
長
崎
）
が
安
定
し
た
試
合

運
び
を
見
せ
て
勝
ち
上
が
る
。
出
場
２
回

目
の
井
上
聖
太
（
京
都
）
は
準
々
決
勝
に

初
め
て
進
出
し
た
。

　

第
２
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
連
覇
が
か
か
る

藤
原
が
落
ち
着
い
た
試
合
展
開
で
順
当
に

勝
ち
上
が
る
。
一
方
、
初
出
場
の
村
上
泰

啓
（
北
海
道
）
は
１
回
戦
で
第
26
回
大
会

優
勝
の
菅
野
学
（
福
島
）
を
１
―
０
で
降く
だ

す
金
星
を
上
げ
て
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

第
３
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、竹
島
慎
一
郎（
石

川
）
と
村
上
泰
啓
の
弟
で
あ
る
村
上
浩
隆

（
北
海
道
）
が
勝
ち
進
ん
だ
。

　

第
４
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
赤
平
と
、
前
回

大
会
２
位
の
佐
藤
岳
（
静
岡
）
を
１
―
０

で
降
し
た
河
端
勇
樹
（
広
島
）
が
準
々
決

勝
進
出
を
果
た
し
た
。

赤平翔太が初優勝を飾る赤平翔太が初優勝を飾る

決勝＝赤平（左）が下胴を決める決勝＝赤平（左）が下胴を決める

高松宮記念杯争奪
第 31回全日本銃剣道選手権大会
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■
準
々
決
勝

準
々
決
勝
①

　

竹
島
慎
一
郎　

上
―　

村
上
浩
隆

　

互
い
に
決
め
手
を
欠
く
ま
ま
試
合
は
延

長
戦
に
進
ん
だ
。
試
合
時
間
10
分
過
ぎ
、

竹
島
が
ジ
リ
ジ
リ
と
間
合
い
を
詰
め
上
胴

で
村
上
の
剣
を
弾
い
た
。
生
じ
た
村
上
の

隙
に
そ
の
ま
ま
上
胴
を
決
め
て
勝
利
。
竹

島
が
準
決
勝
に
初
め
て
進
出
を
果
た
し

た
。

準
々
決
勝
②

　

赤
平
翔
太　

コ
上
―
上　

河
端
勇
樹

　

試
合
終
盤
に
、
居
着
い
た
河
端
に
赤
平

が
コ
テ
で
先
取
。
す
る
と
、
河
端
も
上
胴

を
決
め
て
一
本
。
試
合
は
延
長
戦
に
も
つ

れ
込
ん
だ
。
延
長
50
秒
過
ぎ
、
河
端
の
手

元
が
緩
ん
だ
隙
に
赤
平
が
上
胴
を
決
め
て

勝
利
を
収
め
た
。

準
々
決
勝
③

　

薗
田
泰
之　

上
―　

井
上
聖
太

　

開
始
早
々
、
薗
田
が
出
バ
ナ
の
上
胴
に

飛
ぶ
が
決
ま
ら
な
い
。
そ
の
後
も
終
始
、

薗
田
が
主
導
権
を
握
り
、
巧
み
に
井
上
の

攻
撃
を
返
し
て
い
く
。
延
長
に
入
り
、
再

び
薗
田
が
出
バ
ナ
で
上
胴
に
飛
ん
だ
。
今

度
は
鮮
や
か
に
決
ま
り
、
勝
利
し
た
。

準々決勝①＝攻める竹島（右）準々決勝②＝上胴を狙う赤平（左）

準々決勝④＝藤原（左）が上胴で勝利 準々決勝③＝薗田（左）が出バナに上胴を決める

準
々
決
勝
④

　

藤
原
考
貴　

上
―　

村
上
泰
啓

　

村
上
が
激
し
く
攻
め
る
も
の
の
、
藤
原

は
間
合
い
を
と
っ
て
冷
静
に
捌さ
ば

い
て
い

く
。
試
合
時
間
10
分
を
過
ぎ
て
も
決
着
は

つ
か
ず
、
両
者
は
粘
り
の
攻
防
を
見
せ

る
。
11
分
30
秒
過
ぎ
に
藤
原
が
村
上
の
出

バ
ナ
を
捉
え
、上
胴
を
決
め
て
勝
利
し
た
。

◇

◎
ベ
ス
ト
８
進
出
者

▽
ベ
ス
ト
８
＝
村
上
浩
隆
選
手（
北
海
道
）

「
結
果
は
ど
う
あ
れ
、
後

悔
の
な
い
試
合
が
で
き
た

の
で
満
足
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
２
年
生
の
時
か
ら
（
兄
と
）
一
緒

に
銃
剣
道
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
準
々
決

勝
の
後
、
兄
と
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
交
わ

し
、『
後
は
頼
ん
だ
』
と
伝
え
ま
し
た
。

次
は
優
勝
を
目
指
し
た
い
で
す
」

▽
ベ
ス
ト
８
＝
河
端
勇
樹
選
手
（
広
島
）

「
コ
テ
を
取
ら
れ
て
し
ま

い
残
り
時
間
も
短
か
っ
た

の
で
、
絶
対
に
取
っ
て
や

る
と
い
う
気
持
ち
で
し
が
、
力
不
足
で
し

た
。初
め
て
の
準
々
決
勝
で
し
た
。今
回
、

練
習
す
る
時
間
が
短
か
っ
た
で
す
が
、
少

し
で
も
上
に
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま
し

た
。
来
年
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
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■
準
決
勝

準
決
勝
①

　

赤
平
翔
太　

上
―　
　

竹
島
慎
一
郎

　

互
い
に
一
歩
も
引
か
な
い
攻
防
を
見
せ
る
も
の

の
一
本
に
は
届
か
な
い
。
延
長
戦
に
入
っ
た
そ
の
直

後
、
赤
平
が
フ
ェ
イ
ン
ト
を
掛
け
な
が
ら
竹
島
に
詰

め
寄
り
、
素
早
く
上
胴
に
飛
ん
だ
。
竹
島
も
反
応
し

攻
撃
に
出
る
も
の
の
間
に
合
わ
ず
赤
平
に
旗
が
上

が
っ
た
。
赤
平
は
初
め
て
決
勝
の
舞
台
に
進
ん
だ
。

▽
ベ
ス
ト
８
＝
井
上
聖
太
選
手
（
京
都
）

「
ベ
ス
ト
８
ま
で
勝
ち
上

が
れ
て
嬉う
れ

し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
薗
田
選
手
と
の
試

合
で
は
、
対
策
を
練
っ
て
い
ま
し
た
が
、

全
部
返
さ
れ
、
向
こ
う
の
方
が
上
手
で
し

た
。
や
は
り
、
も
う
一
つ
上
に
上
が
り
た

か
っ
た
で
す
。
も
っ
と
精
進
し
て
、
自
分

に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

▽
ベ
ス
ト
８
＝
村
上
泰
啓
選
手（
北
海
道
）

「
ベ
ス
ト
８
が
目
標
で
し

た
。
こ
こ
ま
で
こ
れ
て
良

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
優

勝
経
験
の
あ
る
菅
野
学
選
手
や
藤
原
考
貴

選
手
と
試
合
が
で
き
て
光
栄
で
し
た
。
銃

剣
道
は
私
が
小
学
４
年
生
、
弟
が
２
年
生

か
ら
一
緒
に
や
っ
て
い
て
、
選
手
権
に
同

時
に
出
場
で
き
た
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
し

た
。
先
に
弟
が
負
け
た
の
で
、『
北
海
道

と
し
て
勝
つ
ぞ
』
と
い
う
気
持
ち
で
準
々

決
勝
に
臨
み
ま
し
た
。
次
は
優
勝
を
目
指

し
ま
す
」

◀︎準決勝②＝藤原（左）が上胴で先取する

準決勝①＝赤平（左）が上胴で一本勝ち

心技体 人を育てる総合誌
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準
決
勝
②

　

藤
原
考
貴　

上
上
―　
　

薗
田
泰
之

　

互
い
に
３
度
目
の
優
勝
が
か
か
る
実
力

者
同
士
の
対
戦
。
両
者
は
一
歩
も
引
か
な

い
攻
防
を
見
せ
る
も
、
藤
原
が
一
瞬
の
隙

を
つ
い
た
上
胴
を
決
め
て
先
取
。
試
合
終

盤
に
は
、
胴
に
飛
ぶ
薗
田
に
藤
原
が
上う

手ま

く
上
胴
を
合
わ
せ
て
２
―
０
で
勝
利
。
藤

原
が
連
覇
を
か
け
て
決
勝
に
進
出
し
た
。

■
決　

勝

　

赤
平
翔
太　

下
ノ
―　
　

藤
原
考
貴

　

赤
平
は
初
優
勝
、
藤
原
は
３
回
目
・
２

連
覇
を
か
け
て
決
勝
に
臨
ん
だ
。
両
者
は

激
し
い
攻
防
を
繰
り
広
げ
、
序
盤
か
ら
赤

平
が
積
極
的
に
突
を
出
す
た
び
に
場
内
か

ら
大
き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
る
。
対
す
る

藤
原
は
間
合
い
を
図
り
な
が
ら
そ
の
突
き

を
躱か
わ

し
機
を
う
か
が
う
。
そ
の
後
も
赤
平

が
積
極
的
に
攻
め
る
展
開
が
続
く
。
試
合

中
盤
に
、
基
本
の
間
合
い
で
向
き
合
っ
た

両
者
。
こ
の
時
、
藤
原
の
意
識
が
途
切
れ

た
瞬
間
を
赤
平
は
見
逃
さ
ず
鮮
や
か
に
下

胴
を
決
め
て
先
取
し
た
。
最
後
は
勢
い
に

乗
る
赤
平
が
フ
ェ
イ
ン
ト
を
入
れ
た
連
続

技
で
ノ
ド
を
決
め
て
２
―
０
で
勝
利
。
赤

平
は
嬉
し
い
初
優
勝
に
輝
い
た
。

決勝＝赤平（右）が下胴で鮮やかに一本を奪う
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藤
原
選
手
と
の
対
戦

も
特
に
意
識
せ
ず
に

自
分
の
銃
剣
道
を
し

よ
う
と
臨
み
ま
し

た
。
一
戦
一
戦
自
分
の
力
を
出
す
だ
け
で

す
。
来
年
は
も
う
41
歳
で
す
（
笑
）。
体

力
面
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
維
持
し

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

◇

○
津
田
昌
泰
審
判
長
コ
メ
ン
ト

「
決
勝
は
、
両

選
手
と
も
優
勝

す
る
こ
と
を
目

的
に
稽
古
を
し

て
こ
ら
れ
た
姿

勢
が
、
身
体
や
試
合
な
ど
全
般
的
に
出
て

い
ま
し
た
。
今
大
会
、
準
々
決
勝
か
ら
は

日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
た
立
派
な
試
合
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
か
、
練
習
不
足
が
否
め
な
い
試
合

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
連

続
技
を
決
め
る
な
ど
い
い
技
を
繰
り
出
す

試
合
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
銃

剣
道
は
、
た
ゆ
ま
な
い
毎
日
の
稽
古
が
大

切
で
す
。
選
手
た
ち
に
は
も
う
一
段
、
高

い
目
標
を
設
定
し
て
稽
古
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
」

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
日
々
の
稽
古
に
邁ま
い

進し
ん

し
て
き
ま
し
た
」

―
―�

具
体
的
な
稽
古
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い

「
普
段
の
稽
古
は
山
形
市
内
の
体
育
館
で

富
樫
教
官
の
指
導
の
下
、
銃
剣
道
訓
練
隊

の
仲
間
と
一
緒
に
、
1
日
４
時
間
程
度
、

汗
を
か
い
て
い
ま
す
。
私
の
場
合
、
間
合

い
に
入
っ
て
一
本
を
取
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
、
間
合
い
に
入
っ
て
か
ら
自

分
の
攻
め
で
あ
っ
た
り
、
防
御
だ
っ
た

り
、
そ
う
い
っ
た
細
か
い
と
こ
ろ
を
追
求

し
て
稽
古
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
石

賢
治
前
教
官
の
『
自
分
に
厳
し
く
』
と
の

ご
指
導
が
私
の
銃
剣
道
の
土
台
に
あ
り
、

そ
の
結
果
、
確
実
に
実
力
が
つ
い
た
の
を

実
感
し
て
い
ま
し
た
」

―
―�

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

「
現
在
31
歳
、
銃
剣
道
歴
は
11
年
く
ら
い

で
す
。
こ
れ
ま
で
全
日
本
選
手
権
で
入
賞

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
形

に
帰
っ
た
ら
富
樫
教
官
と
大
石
前
教
官
に

お
礼
の
挨
拶
に
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
選
手
権
覇
者
と
な
り
ま
し
た
が
、

日
々
謙
虚
な
気
持
ち
で
来
年
の
連
覇
を
目

指
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
」

自
分
に
打
ち
克か

ち
、
摑つ
か

み
取
っ
た
初
優
勝

◎
優
勝
＝
赤
平
翔
太
選
手（
山
形
）

―
―�

今
の
お
気
持
ち
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

「
優
勝
で
き
て
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
決

勝
の
相
手
は
３
度
目
・
２
連
覇
の
か
か
る

藤
原
選
手
で
し
た
。
実
力
も
あ
っ
て
強
い

選
手
だ
と
承
知
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、『
気
持
ち
で
負
け
た
ら
勝
て
な
い
』

と
思
い
臨
み
ま
し
た
。
藤
原
選
手
に
一
瞬

の
隙
が
で
き
た
時
、
剣
が
出
さ
れ
る
前
に

自
分
か
ら
出
そ
う
と
突
き
ま
し
た
」

―
―�

大
会
を
振
り
返
っ
て

「
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
富
樫
貴
臣
教

官
か
ら
は
一
戦
一
戦
自
分
の
力
を
出
し
切

る
よ
う
戦
っ
て
こ
い
と
激
励
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
を
実
現
で
き
て
良
か
っ
た
で

す
。
去
年
は
自
分
の
実
力
を
出
せ
な
い
ま

ま
初
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
。
そ
の
悔
し
さ

○
準
優
勝
＝
藤
原
考
貴
選
手
（
栃
木
）

「
悔
し
い
で
す
。
こ

の
１
年
間
、
選
手
権

覇
者
に
恥
じ
な
い
よ

う
な
練
習
を
し
て
き

た
つ
も
り
で
し
た
。
連
覇
と
３
度
目
の
優

勝
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
、
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
で
身
体
が
硬
く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
（
決
勝
は
）
そ
れ
ほ
ど
悪

く
は
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
単
純
に

赤
平
選
手
が
強
か
っ
た
で
す
。
２
本
と
も

私
の
足
が
止
ま
っ
た
時
に
決
め
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
２
位
の
ま
ま
で
は
終
わ
れ

ま
せ
ん
。
優
勝
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

▽
第
３
位
＝
竹
島
慎
一
郎
選
手
（
石
川
）

「
今
回
で
７
度
目
の

出
場
で
す
が
初
め
て

準
決
勝
ま
で
上
が
れ

ま
し
た
。
今
ま
で
稽

古
し
て
き
た
こ
と
を
少
し
は
発
揮
で
き
た

大
会
だ
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
最
後
に
勝
て
な
か
っ
た
の
は
こ
れ
か

ら
の
課
題
で
す
。
ま
た
、
一
か
ら
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
」

▽
第
３
位
＝
薗
田
泰
之
選
手
（
長
崎
）

「
自
分
の
力
を
出
せ
ず
に
い
た
ら
後
悔
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
力
を
出
し
切
っ
て
、

負
け
た
の
で
特
に
悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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竹島慎一郎（石　川）

村田　剛志（大　阪）

中沢　元貴（群　馬）

池戸　　渉（岐　阜）

西村　　健（静　岡）

中谷　和彦（山　口）

板倉　速人（福　岡）

遠藤　明男（福　島）

川村　信司（秋　田）

矢島　大介（愛　知）

大石　一矢（佐　賀）

寺村　大佑（滋　賀）

田嶋　航大（香　川）

村上　浩隆（北海道）

進野　永吉（千　葉）

岩永　健太（長　崎）

赤平　翔太（山　形）

安齋　翔太（埼　玉）

平　　裕任（兵　庫）

宮本　　翔（熊　本）

吉田　高大（三　重）

宮村　康大（富　山）

井ノ上　仁（鳥　取）

佐々木康行（栃　木）

皆越　和人（宮　崎）

中村　　亘（北海道）

上村　直也（高　知）

越野　祐也（青　森）

河端　勇樹（広　島）

野田　峻祐（神奈川）

町元　良二（京　都）

佐藤　　岳（静　岡）

教七

錬六

錬六

錬六

教七

教七

錬七

錬六

錬六

錬六

教七

錬六

錬六

錬六

錬六

教七

錬六

錬六

教七

錬六

錬六

錬六

教七

教七

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

教七

７

初

２

初

４

６

初

初

３

３

３

３

初

初

２

２

２

２

５

２

初

３

初

３

２

初

３

初

３

初

５

５

優
勝
　
赤
平
　
翔
太

準
優
勝
　
藤
原
　
考
貴

第
３
位
　
薗
田
　
泰
之

　
〃
　
　
竹
島
慎
一
郎

氏　　名 都道府県 都道府県称号
段位

称号
段位

出場
回数

瀧谷　正志（島　根）

薗田　泰之（長　崎）

武藤　友則（長　野）

濱手大二朗（兵　庫）

長谷川英昭（茨　城）

飯田　拓巳（静　岡）

松岡　英知（秋　田）

松山　昌樹（大　分）

井上　聖太（京　都）

福田　賢二（東　京）

石脇　慎也（三　重）

山谷　一生（青　森）

田嶋　啓一（香　川）

宮下　聖也（山　梨）

山内　孝地（北海道）

池田　侑弥（福　岡）

藤村　幸裕（沖　縄）

藤井　星丸（山　口）

髙松　瑞紀（埼　玉）

今野　真也（愛　知）

菅野　　学（福　島）

村上　泰啓（北海道）

市川　大作（愛　媛）

瀬戸　治明（和歌山）

佐々木　聡（神奈川）

箕輪　吉朗（新　潟）

德田　裕人（岡　山）

安西　啓太（北海道）

榎園　真次（鹿児島）

小野　雄大（宮　城）

藤原　考貴（栃　木）

教七

教七

錬六

錬六

教八

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬七

教七

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

教七

錬六

錬六

教七

教七

３

５

２

初

６

初

２

２

２

初

２

初

２

初

５

２

初

初

初

２

８

初

初

３

２

３

３

初

初

５

６

氏　　名出場
回数

第31回　全日本銃剣道選手権大会
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前
年
度
横
綱
の
竹た
け

嶋し
ま

章し
ょ

太う
た

朗ろ
う

（
大
阪

Ａ
）、
同
大
関
の
大お
お

貫ぬ
き

夏な
つ

陽ひ

（
柏
）、
同
関

脇
の
山や
ま

城し
ろ

真ま

優ひ
ろ

（
Ｇ
Ｏ
沖
縄
）、
岸き
し

田だ

幸こ
う

之の

輔す
け

（
大
阪
Ｂ
）
の
４
名
が
順
当
に
準
々

決
勝
へ
進
出
。
そ
の
他
、
前
年
度
小
結
の

テ
ム
ー
ジ
ン 

チ
ル
グ
ン
（
モ
ン
ゴ
ル
）、

６年生６年生  清水泰我清水泰我（茨城県Ａ）（茨城県Ａ）

わんぱく横綱に輝くわんぱく横綱に輝く
５年生は梅松琉牙、４年生は大嶋将生がそれぞれ初優勝５年生は梅松琉牙、４年生は大嶋将生がそれぞれ初優勝

　

第
38
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
（
共

催
＝
日
本
相
撲
連
盟
、東
京
青
年
会
議
所
）

が
、
７
月
30
日
、
東
京
墨
田
区
両
国
の
国

技
館
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
全
国
各

地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
小
学
４
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
、
総
勢
315
名
（
各
学
年
105

名
）
が
出
場
し
た
。

　

試
合
は
学
年
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
の

個
人
戦
で
行
わ
れ
、
６
年
生
の
部
で
は
清し

水み
ず

泰た
い

我が

（
茨
城
県
Ａ
）、
５
年
生
の
部
で

は
梅う
め

松ま
つ

琉り
ゅ

牙う
が

（
東
京
選
抜
）、
４
年
生
の

部
で
は
大お
お

嶋し
ま

将し
ょ

生う
い

（
岐
阜
）
が
そ
れ
ぞ
れ

初
優
勝
を
果
た
し
、
第
38
代
わ
ん
ぱ
く
横

綱
に
輝
い
た
。

　

ま
た
、
出
場
チ
ー
ム
を
対
象
に
、
個
人

戦
の
成
績
を
点
数
換
算
し
、
全
学
年
の
合

計
点
で
順
位
を
決
定
す
る
団
体
戦
が
行
わ

れ
、
茨
城
県
Ａ
が
初
優
勝
し
、
清
水
は
個

人
・
団
体
の
２
冠
を
手
に
し
た
。

第 38 回わんぱく相撲全国大会第 38 回わんぱく相撲全国大会

　

■
小
学
６
年
生
の
部

６年生・決勝＝清水（上）が山城を寄り倒しで下す６年生・決勝＝清水（上）が山城を寄り倒しで下す
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◎
優
勝
＝
清
水
泰
我
選
手（
茨
城
県
Ａ
）

一
昨
年
度
小
結
の
加か

藤と
う

倫り
ん

太た

（
の
と
）、

伊い

勢せ

大だ
い

悟ご

（
愛
媛
）、
清
水
泰
我
（
茨
城

県
Ａ
）が
ベ
ス
ト
８
へ
名
乗
り
を
上
げ
た
。

▽
準
々
決
勝

山
城
真
優　

○
叩
き
込
み　
　

伊
勢
大
悟

テ
ム
ー
ジ
ン
チ
ル
グ
ン

　
　
　
　
　

○
突
き
出
し　
　
岸
田
幸
之
輔

大
貫
夏
陽　

○
送
り
出
し　
　

加
藤
倫
太

清
水
泰
我　

○
寄
り
倒
し　
　
竹
嶋
章
太
朗

　

山
城
が
伊
勢
を
叩
き
込
み
で
下
し
、
入

賞
常
連
の
風
格
を
見
せ
つ
け
た
。
モ
ン
ゴ

ル
出
身
の
テ
ム
ー
ジ
ン
は
、
前
年
度
関
脇

の
岸
田
を
突
き
出
し
で
退
け
、
準
決
勝
に

進
出
し
た
。
前
年
度
大
関
の
大
貫
は
、
立

ち
上
が
り
の
突
っ
張
り
で
加
藤
を
崩
し
、

立
て
直
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
を
送
り
出
し

で
下
す
。
清
水
は
、
連
覇
を
狙
う
竹
嶋
に

怯ひ
る

む
こ
と
な
く
、
勢
い
よ
く
寄
り
倒
し
、

勝
利
し
た
。

▽
準
決
勝

山
城
真
優　

○
掬
い
投
げ　
　

テ
ム
ー
ジ
ン
チ
ル
グ
ン

　

開
始
直
後
、
突
進
す
る
山
城
を
テ
ム
ー

ジ
ン
が
突
き
落
と
し
、
一
度
軍
配
が
上
が

る
も
、「
突
き
落
と
し
の
途
中
、
テ
ム
ー

ジ
ン
の
足
が
土
俵
か
ら
出
て
い
た
」
と
の

異
議
申
し
立
て
に
よ
り
、
取
り
直
し
。
テ

ム
ー
ジ
ン
は
再
度
、
突
き
落
と
し
で
仕
留

め
に
か
か
る
が
、
山
城
が
体
勢
を
立
て
直

し
、
寄
り
切
ろ
う
と
す
る
テ
ム
ー
ジ
ン
を

掬す
く

い
投
げ
で
土
俵
か
ら
出
し
、決
勝
進
出
。

念
願
の
優
勝
に
王
手
を
か
け
た
。

清
水
泰
我　

○
寄
り
切
り　
　

大
貫
夏
陽

　

前
年
度
横
綱
を
倒
し
、
勢
い
に
乗
る
清

水
。
し
っ
か
り
組
み
合
っ
た
左
四
つ
か
ら

持
ち
前
の
馬
力
で
大
貫
を
寄
り
切
り
、
決

勝
へ
進
出
し
た
。

▽
決
勝

清
水
泰
我　

○
寄
り
倒
し　
　

山
城
真
優

　

悲
願
の
優
勝
を
狙
う
山
城
と
、
前
年
度

の
横
綱
・
大
関
を
破
り
、
上
り
調
子
の
清

水
が
相
見ま
み

え
る
。
清
水
は
立
ち
上
が
り
か

ら
激
し
く
寄
り
、
山
城
を
土
俵
際
に
追
い

詰
め
る
。
山
城
は
片
足
で
必
死
に
持
ち
こ

た
え
る
も
、
清
水
が
寄
り
倒
し
、
清
水
が

わ
ん
ぱ
く
横
綱
に
輝
い
た
。

「
優
勝
で
き
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
ま
だ
実
感
が
湧
か
な
い
で
す
。

１
回
戦
か
ら
と
て
も
緊
張
し
て
思
う
よ

う
に
動
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
応
援

す
る
み
ん
な
の
声
が
ず
っ
と
聞
こ
え
て

い
て
、
そ
れ
が
力
に
な
り
、
最
後
ま
で

戦
え
ま
し
た
」

▶︎６年生・準決勝＝▶︎６年生・準決勝＝
山城（奥）がテムージン山城（奥）がテムージン
を掬い投げで制すを掬い投げで制す

◀６年生・準決勝＝◀６年生・準決勝＝
清水（左）が大貫を寄り切り勝利清水（左）が大貫を寄り切り勝利

心技体 人を育てる総合誌
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前
年
度
横
綱
の
永な
が

田た

逸い
つ

樹き

（
山
口
県
代

表
）、
同
関
脇
の
岩い
わ

本も
と

大や
ま
と和
（
加
古
川
）

が
準
々
決
勝
へ
進
出
。
そ
の
他
、
梅
松
琉

牙（
東
京
選
抜
）、阿あ

部べ

聡そ
う

太た

郎ろ
う（

大
阪
Ａ
）、

樽た
る

本も
と

遥は
る

真ま

（
広
島
竹
原
）、下し
も

村む
ら

士し

門も
ん

（
青

森
県
代
表
）、
横よ
こ

江え

寛ひ
ろ

翔と

（
宮
城
県
）、
犬い
ぬ

塚づ
か

大ひ
ろ

翔と

（
や
ら
ま
い
か
）
が
ベ
ス
ト
８
に

名
を
連
ね
た
。

▽
準
々
決
勝

梅
松
琉
牙　

○
押
し
出
し　
　

岩
本
大
和

永
田
逸
樹　

○
掬
い
投
げ　
　
阿
部
聡
太
郎

下
村
士
門　

○
寄
り
倒
し　
　

樽
本
遥
真

横
江
寛
翔　

○
押
し
出
し　
　

犬
塚
大
翔

　

前
年
度
関
脇
の
岩
本
に
体
格
で
勝
る
梅

松
が
、
一
方
的
な
押
し
出
し
で
下
す
。
大

阪
代
表
の
阿
部
は
永
田
の
足
掛
け
に
、
土

俵
際
で
懸
命
に
粘
る
も
、
最
後
は
永
田
が

掬
い
投
げ
で
勝
利
。
下
村
は
、
低
い
体
勢

で
優
位
を
取
ろ
う
と
す
る
樽
本
を
い
な

し
、寄
り
倒
し
た
。
横
江
は
、犬
塚
を
力
強

い
突
っ
張
り
で
押
し
出
し
て
勝
利
し
た
。

▽
準
決
勝

梅
松
琉
牙　

○
寄
り
切
り　
　

永
田
逸
樹

　

初
出
場
の
梅
松
が
、
前
年
度
横
綱
・
永

田
に
挑
む
。「
ハ
ッ
ケ
ヨ
イ
」
の
掛
け
声

と
同
時
に
飛
び
出
し
た
梅
松
が
、
勢
い
そ

◎
優
勝
＝
梅
松
琉
牙
選
手（
東
京
選
抜
）

「
横
綱
に
な
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。
緊
張
は
し
て
い
た
の

で
す
が
、
う
ま
く
技
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
て
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
横
綱

と
し
て
の
風
格
が
出
る
よ
う
に
稽
古
を

頑
張
り
た
い
で
す
」

５年生・準決勝＝横江（右）の寄り倒し５年生・準決勝＝横江（右）の寄り倒し

５年生・決勝＝梅松（左）が横江を寄り切る５年生・決勝＝梅松（左）が横江を寄り切る

５年生・準決勝＝梅松（左）が永田を寄り切る５年生・準決勝＝梅松（左）が永田を寄り切る

　

■
小
学
５
年
生
の
部

の
ま
ま
永
田
を
寄
り
切
り
、
勝
利
し
た
。

横
江
寛
翔　

○
寄
り
倒
し　
　

下
村
士
門

　

左
足
に
掴つ
か

み
か
か
る
横
江
に
対
し
、
上

か
ら
が
っ
ち
り
と
ま
わ
し
を
掴
む
下
村
。

両
者
の
体
が
離
れ
た
直
後
、
い
ち
早
く
体

勢
を
整
え
た
横
江
が
下
村
を
寄
り
倒
し
、

決
勝
へ
進
出
し
た
。

▽
決
勝

梅
松
琉
牙　

○
寄
り
切
り　
　

横
江
寛
翔

　

両
者
、
立
ち
上
が
り
の
ぶ
ち
か
ま
し
か

ら
、
が
っ
ぷ
り
四
つ
で
組
み
合
う
。
梅
松

が
渾こ
ん

身し
ん

の
力
で
土
俵
際
へ
追
い
詰
め
る
。

横
江
も
全
力
で
踏
ん
張
る
が
、
梅
松
が

し
っ
か
り
と
寄
り
切
り
、
初
優
勝
を
成
し

遂
げ
た
。
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■
小
学
４
年
生
の
部

　

小
学
４
年
生
ベ
ス
ト
８
は
、
増ま
す

田だ

結ゆ
う

士し

（
大
阪
Ａ
）、
大
嶋
将
生
（
岐
阜
）、
小こ

松ま
つ

癒い
え
る（

市
川
）、
小お

畑ば
た

秀し
ゅ

太う
た

（
兵
庫
西
宮
）、

山や
ま

路じ

弘こ
う

祐す
け（
神
奈
川
Ａ
）、山や
ま

田だ

健け
ん

志し

朗ろ
う（
Ｊ

Ｃ
Ｉ
新
潟
）、
笹さ
さ

原は
ら

蓮れ
ん

斗と

（
千
葉
）、
岩い
わ

上か
み

毘ひ
ゅ

優う

雅が

（
富
士
山
）
で
あ
っ
た
。

▽
準
々
決
勝

大
嶋
将
生　

○
押
し
出
し　
　

増
田
結
士

小
畑
秀
太　

○
掬
い
投
げ　
　

小
松　

癒

山
田
健
志
朗　

○
突
き
落
と
し　
　

山
路
弘
祐

岩
上
毘
優
雅　

○
押
し
倒
し　
　

笹
原
蓮
斗

　

大
嶋
が
増
田
を
勢
い
よ
く
押
し
出
し
、

勝
利
。
小
畑
は
右
四
つ
か
ら
小
松
の
廻ま
わ

し

を
し
っ
か
り
掴
み
、
掬
い
投
げ
で
小
松
を

下
す
。
山
田
は
立
ち
上
が
り
か
ら
鋭
い

突
っ
張
り
で
、山
路
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、

突
き
落
と
し
で
準
決
勝
進
出
。
岩
上
は
体

格
差
を
活い

か
し
、
一
気
に
笹
原
を
押
し
倒

し
た
。

▽
準
決
勝

大
嶋
将
生　

○
送
り
出
し　
　

小
畑
秀
太

　

体
格
差
の
あ
る
両
者
。
小
畑
が
不
意
に

背
中
を
向
け
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
を
、
大

嶋
が
土
俵
外
へ
送
り
出
し
、
決
勝
進
出
を

決
め
た
。

岩
上
毘
優
雅　

○
寄
り
倒
し　
　
山
田
健
士
朗

　

岩
上
が
右
四
つ
か
ら
山
田
の
廻
し
を
捉

え
る
。
勢
い
そ
の
ま
ま
寄
り
倒
し
、
岩
上

が
勝
利
し
た
。

４年生・準決勝＝大嶋（右）が４年生・準決勝＝大嶋（右）が
小畑を送り出しで下す小畑を送り出しで下す

４年生・準決勝＝岩上（右）が４年生・準決勝＝岩上（右）が
山田を土俵際へ追い詰める山田を土俵際へ追い詰める
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▽
決
勝

大
嶋
将
生　

○
小
手
投
げ　
　
岩
上
毘
優
雅

　

立
ち
上
が
り
か
ら
岩
上
が
ぶ
ち
か
ま

し
、
も
ろ
差
し
で
廻
し
を
取
る
。
大
嶋
は

４年生・決勝＝大嶋（右）が小手投げを決める４年生・決勝＝大嶋（右）が小手投げを決める

◎
優
勝
＝
大
嶋
将
生
選
手
（
岐
阜
）

「
夏
休
み
の
と
て
も
い
い
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
緊
張
す
る
こ
と
な

く
、
優
勝
す
る
自
信
を
持
っ
て
取
り
組

み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
将
来

は
、
大
相
撲
で
横
綱
を
目
指
し
た
い
で

す
」

◎
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
わ
ん
ぱ
く
力
士

が
国
技
館
の
土
俵
に
上
が
る

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
た
ち
の
支
援

を
行
う
一
般
社
団
法
人
ウ
ス
ミ
シ
ュ
カ

が
、
戦
禍
に
苦
し
む
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子

ど
も
た
ち
に
希
望
を
与
え
、
日
本
と
の

関
係
を
よ
り
強
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
ウ
ク
ラ
イ
ナ
予
選
」

を
開
催
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
青
年
・
ス

ポ
ー
ツ
省
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
相
撲
連
盟
、

東
京
青
年
会
議
所
も
連
携
し
、
大
会
が

実
現
し
た
。
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
ミ
コ

ラ
・
ハ
ラ
ド
キ
フ
（
小
学
５
年
）、
マ

カ
ル
・
ユ
パ
ト
キ
ン
（
小
学
６
年
）
の

２
名
が
、
本
大
会
に
出
場
し
た
。

　

５
年
生
の
部
１
回
戦
、
ハ
ラ
ド
キ
フ

は
犬
塚
大
翔
（
や
ら
ま
い
か
・
今
大
会

小
結
）
と
対
戦
し
、
惜
し
く
も
敗
退
。

　

６
年
生
の
部
に
て
２
回
戦
に
勝
ち
進

ん
だ
ユ
パ
ト
キ
ン
は
、
早は
や

川か
わ

貴き

人と

（
山

梨
）に
見
事
な
足
取
り
で
勝
利
を
決
め
、

会
場
は
感
嘆
の
声
を
上
げ
た
。そ
の
後
、

３
回
戦
で
大
貫
夏
陽
（
柏
・
今
大
会
関

脇
）
に
敗
れ
る
も
、
精
い
っ
ぱ
い
健
闘

し
た
２
名
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
力
士
に
会
場

は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
を
送
っ
た
。

負
け
じ
と
体
を
寄
せ
て
土
俵
際
に
追
い
込

む
。最
後
は
大
嶋
が
小
手
投
げ
を
決
め
て
、

優
勝
を
手
中
に
収
め
た
。

足取りで相手を制すユパトキン（上）足取りで相手を制すユパトキン（上）拍手を送るウクライナの応援拍手を送るウクライナの応援
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【
大
会
結
果
】

▽
小
学
６
年
生
の
部

横
綱
＝
清
水
泰
我
（
茨
城
県
Ａ
）

大
関
＝
山
城
真
優
（
Ｇ
Ｏ
沖
縄
）

関
脇
＝
テ
ム
ー
ジ
ン
チ
ル
グ
ン
（
モ
ン

ゴ
ル
）、
大
貫
夏
陽
（
柏
）

小
結
＝
伊
勢
大
悟
（
愛
媛
）、
岸
田
幸
之

輔
（
大
阪
Ｂ
）、
加
藤
倫
太
（
の

と
）、
竹
嶋
章
太
朗
（
大
阪
Ａ
）

▽
小
学
５
年
生
の
部

横
綱
＝
梅
松
琉
牙
（
東
京
選
抜
）

大
関
＝
横
江
寛
翔
（
宮
城
県
）

関
脇
＝
永
田
逸
樹
（
山
口
県
代
表
）、
下

村
士
門
（
青
森
県
代
表
）

小
結
＝
岩
本
大
和
（
加
古
川
）、
阿
部
聡

太
郎
（
大
阪
Ａ
）、樽
本
遥
真
（
広

全国から多くの選手が集結した全国から多くの選手が集結した

枡枡
ますます

席を埋め尽くす選手の応援席を埋め尽くす選手の応援

島
竹
原
）、
犬
塚
大
翔
（
や
ら
ま

い
か
）

▽
小
学
４
年
生
の
部

横
綱
＝
大
嶋
将
生
（
岐
阜
）

大
関
＝
岩
上
毘
優
雅
（
富
士
山
）

関
脇
＝
小
畑
秀
太
（
兵
庫
西
宮
）、
山
田

健
志
朗
（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
新
潟
）

小
結
＝
増
田
結
士
（
大
阪
Ａ
）、
小
松
癒

（
市
川
）、
山
路
弘
祐
（
神
奈
川

Ａ
）、
笹
原
蓮
斗
（
千
葉
）

▽
団
体
戦

優　

勝
＝
茨
城
県
Ａ

準
優
勝
＝
東
京
選
抜

３　

位
＝
大
阪
Ａ

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

田
代
し
ん
た
ろ
う
　
著

相
撲
は
塔
尾
武
夫
、
住
吉
和
則
、
下
村
勝
彦
、

安
井
和
男
の
４
氏
を
掲
載
！

日本武道館の単行本

お問い合わせ・ご注文は
日本武道館出版広報課まで
TEL 03-3216-5147

大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁
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ニュース　全日本青年銃剣道大会

　

第

　

第
5454
回
全
日
本
青
年
銃
剣
道
大
会
（
主

回
全
日
本
青
年
銃
剣
道
大
会
（
主

催
＝
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
）
が
８
月
３

催
＝
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
）
が
８
月
３

日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

試
合
は
、
団
体
戦
（
３
人
制
）
の
青

　

試
合
は
、
団
体
戦
（
３
人
制
）
の
青

年
第
１
部
（

年
第
１
部
（
115115
チ
ー
ム
）、
青
年
第
２
部

チ
ー
ム
）、
青
年
第
２
部

（（
134134
チ
ー
ム
）、女
子
個
人
戦
の
部（

チ
ー
ム
）、女
子
個
人
戦
の
部（
147147
名
）
名
）

の
３
部
門
で
競
わ
れ
、
全
国
各
地
の
予
選

の
３
部
門
で
競
わ
れ
、
全
国
各
地
の
予
選

を
勝
ち
上
が
っ
た
選
手
た
ち
が
、
九
つ
の

を
勝
ち
上
が
っ
た
選
手
た
ち
が
、
九
つ
の

試
合
場
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

試
合
場
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

青
年
第
１
部
で
は
第

　

青
年
第
１
部
で
は
第
1616
普
通
科
連
隊

普
通
科
連
隊

（
長
崎
）
が

（
長
崎
）
が
1111
年
ぶ
り
の
優
勝
、
青
年
第

年
ぶ
り
の
優
勝
、
青
年
第

２
部
で
は
第

２
部
で
は
第
1616
普
通
科
連
隊
Ａ
（
同
）
が

普
通
科
連
隊
Ａ
（
同
）
が

初
優
勝
し
、
両
部
門
制
覇
を
成
し
遂
げ

初
優
勝
し
、
両
部
門
制
覇
を
成
し
遂
げ

た
。
現
行
の
部
門
で
の
両
部
門
制
覇
は
第

た
。
現
行
の
部
門
で
の
両
部
門
制
覇
は
第

4747
回
大
会
（
平
成

回
大
会
（
平
成
2828
年
）
の
第
１
普
通
科

年
）
の
第
１
普
通
科

連
隊
（
東
京
）
以
来
７
年
ぶ
り
２
チ
ー
ム

連
隊
（
東
京
）
以
来
７
年
ぶ
り
２
チ
ー
ム

目
。女
子
個
人
戦
の
部
は
寒
河
江
瑞
希（
第

目
。女
子
個
人
戦
の
部
は
寒
河
江
瑞
希（
第

３
即
応
機
動
連
隊
）
が
第

３
即
応
機
動
連
隊
）
が
第
5050
回
大
会
（
令

回
大
会
（
令

和
元
年
）
以
来
４
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝

和
元
年
）
以
来
４
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝

に
輝
い
た
。

に
輝
い
た
。

第 54回全日本青年銃剣道大会第 54回全日本青年銃剣道大会

第 16 普通科連隊（長崎）が
団体戦両部門を制覇

　　　　第 16 普通科連隊　　　　　　　　　　第 16 普通科連隊Ａ青年第１部青年第１部 青年第２部青年第２部

　

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
、
試
合

　

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
、
試
合

時
間
は
３
分
、
三
本
勝
負
で
争
わ
れ
た
。

時
間
は
３
分
、
三
本
勝
負
で
争
わ
れ
た
。

時
間
内
に
勝
敗
が
決
し
な
い
場
合
、
判
定

時
間
内
に
勝
敗
が
決
し
な
い
場
合
、
判
定

に
よ
り
勝
敗
を
決
し
、
勝
者
数
の
多
い
チ

に
よ
り
勝
敗
を
決
し
、
勝
者
数
の
多
い
チ

ー
ム
を
勝
ち
と
し
た
。

ー
ム
を
勝
ち
と
し
た
。

青年第１部決勝・大将戦＝酒田（右）が上胴を決める青年第１部決勝・大将戦＝酒田（右）が上胴を決める
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青年第１部決勝・先鋒戦＝青年第１部決勝・先鋒戦＝
江﨑（左）の鋭い上胴が決まる江﨑（左）の鋭い上胴が決まる

■
青
年
第
１
部
（

■
青
年
第
１
部
（
2323
歳
〜
歳
〜
2929
歳
、
自
衛
官

歳
、
自
衛
官

はは
2323
〜〜
2626
歳
）
歳
）

　

決
勝
戦
は
前
回
大
会
と
同
じ
く
、
第

　

決
勝
戦
は
前
回
大
会
と
同
じ
く
、
第
1616

普
通
科
連
隊
（
長
崎
）
と
第

普
通
科
連
隊
（
長
崎
）
と
第
4040
普
通
科
連

普
通
科
連

隊
Ａ
（
福
岡
）
が

隊
Ａ
（
福
岡
）
が
相相あ
い
あ
い

見見ま
み
ま
み

え
た
。

え
た
。

▽
決
勝

▽
決
勝

1616
普
連　
　
　

２

普
連　
　
　

２
｜｜
１　
　
１　
　

4040
普
連
Ａ

普
連
Ａ

織
田
恒
太
朗

織
田
恒
太
朗　
　
　

　
　
　

｜｜
上　
　

江
﨑
裕
耶

上　
　

江
﨑
裕
耶

藤
川
凌
太　
　

下

藤
川
凌
太　
　

下
｜｜　
　
　

河
野
啄
也

　
　
　

河
野
啄
也

酒
田　

潤　
　

上

酒
田　

潤　
　

上
｜｜　
　
　

　
　
　
平
山
虎
太
郎

平
山
虎
太
郎

　

先
鋒
戦
、
織
田
の
技
が
尽
き
た
と
こ
ろ

　

先
鋒
戦
、
織
田
の
技
が
尽
き
た
と
こ
ろ

を
江
﨑
が
連
続
技
で
攻
め
、
上
胴
で
一
本

を
江
﨑
が
連
続
技
で
攻
め
、
上
胴
で
一
本

を
先
取
。
そ
の
ま
ま
試
合
時
間
が
終
了

を
先
取
。
そ
の
ま
ま
試
合
時
間
が
終
了

し
、
江
﨑
が
一
本
勝
ち
で
勝
利
。

し
、
江
﨑
が
一
本
勝
ち
で
勝
利
。

青年第１部決勝・中堅戦＝青年第１部決勝・中堅戦＝
藤川（右）が下胴を決める藤川（右）が下胴を決める

　

中
堅
戦
、
巻
き
返
し
を
図
る
藤
川
の
攻

　

中
堅
戦
、
巻
き
返
し
を
図
る
藤
川
の
攻

撃
を
撃
を
凌凌し
の
し
の

ぎ
な
が
ら
、
河
野
も
一
本
を
狙

ぎ
な
が
ら
、
河
野
も
一
本
を
狙

う
。
試
合
終
盤
、
河
野
が
上
胴
を
繰
り
出

う
。
試
合
終
盤
、
河
野
が
上
胴
を
繰
り
出

す
よ
り
わ
ず
か
先
に
、
藤
川
が
下
胴
を
捉

す
よ
り
わ
ず
か
先
に
、
藤
川
が
下
胴
を
捉

え
、
一
本
勝
ち
を
収
め
た
。

え
、
一
本
勝
ち
を
収
め
た
。

　

勝
負
は
大
将
戦
に
委
ね
ら
れ
た
。
両
者

　

勝
負
は
大
将
戦
に
委
ね
ら
れ
た
。
両
者

慎
重
な
試
合
運
び
で
、

慎
重
な
試
合
運
び
で
、
虎虎ここ

視視しし

眈眈た
ん
た
ん

々々た
ん
た
ん

と
一
本

と
一
本

の
機
会
を

の
機
会
を
窺窺う
か
が

う
か
がう
。
互
い
に
有
効
打
の
な
い

う
。
互
い
に
有
効
打
の
な
い

ま
ま
迎
え
た
終
盤
、
平
山
が
飛
び
込
む
と

ま
ま
迎
え
た
終
盤
、
平
山
が
飛
び
込
む
と

こ
ろ
を
酒
田
が
上
胴
で
捉
え
、
一
本
。
平

こ
ろ
を
酒
田
が
上
胴
で
捉
え
、
一
本
。
平

山
は
取
り
返
そ
う
と
猛
攻
す
る
も
、
時
間

山
は
取
り
返
そ
う
と
猛
攻
す
る
も
、
時
間

切
れ
。
第

切
れ
。
第
1616
普
連
が
優
勝
を
果
た
し
た
。

普
連
が
優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝

◎
優
勝
＝
1616
普
連
・
塩
釜
清
彦
監
督

普
連
・
塩
釜
清
彦
監
督

「
去
年
の
雪
辱
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

「
去
年
の
雪
辱
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
日
の
優
勝
は
、
部
隊
の
協
力
な

し
た
。
今
日
の
優
勝
は
、
部
隊
の
協
力
な

し
で
は
達
成
し
得
な
か
っ
た
こ
と
な
の

し
で
は
達
成
し
得
な
か
っ
た
こ
と
な
の

で
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。（
先
に

で
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。（
先
に

行
わ
れ
た
）
２
部
の
決
勝
で
仲
間
の
チ
ー

行
わ
れ
た
）
２
部
の
決
勝
で
仲
間
の
チ
ー

ム
が
優
勝
し
て
、
そ
れ
が
逆
に
プ
レ
ッ
シ

ム
が
優
勝
し
て
、
そ
れ
が
逆
に
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
な
ん
と
か
優

ャ
ー
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
な
ん
と
か
優

勝
で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も

勝
で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
嬉嬉う
れ
う
れ

し
く
思
い

し
く
思
い

ま
す
。
来
年
も
こ
の
日
本
武
道
館
で
優
勝

ま
す
。
来
年
も
こ
の
日
本
武
道
館
で
優
勝

で
き
る
よ
う
に
さ
ら
に
稽
古
に
励
み
ま

で
き
る
よ
う
に
さ
ら
に
稽
古
に
励
み
ま

す
」
す
」

■
青
年
第
２
部
（

■
青
年
第
２
部
（
1515
歳
〜
歳
〜
2323
歳
）
歳
）

　

前
回
大
会
で
準
優
勝
し
、
悲
願
の
優
勝

　

前
回
大
会
で
準
優
勝
し
、
悲
願
の
優
勝

を
狙
う
防
衛
大
学
校
Ａ
（
神
奈
川
）
と
、

を
狙
う
防
衛
大
学
校
Ａ
（
神
奈
川
）
と
、

第第
1616
普
通
科
連
隊
Ａ
（
長
崎
）
が
決
勝
戦

普
通
科
連
隊
Ａ
（
長
崎
）
が
決
勝
戦

を
争
っ
た
。

を
争
っ
た
。

▽
決
勝

▽
決
勝

1616
普
連
Ａ　
　

２

普
連
Ａ　
　

２
｜｜
１　
　

防
衛
大
Ａ

１　
　

防
衛
大
Ａ

北
翔
太
朗　

下
下

北
翔
太
朗　

下
下
｜｜　
　
　

内
山
康
平

　
　
　

内
山
康
平

山
口
涼
馬　
　

上

山
口
涼
馬　
　

上
｜｜
上
判　
上
判　
山
本
恵
一
郎

山
本
恵
一
郎

山
口
楓
太　
　

下

山
口
楓
太　
　

下
｜｜　
　
　

北
出
滉
弥

　
　
　

北
出
滉
弥

　

先
鋒
戦
、
北
が
開
始

　

先
鋒
戦
、
北
が
開
始
3030
秒
で
下
胴
を
決

秒
で
下
胴
を
決

め
一
本
。
勢
い
そ
の
ま
ま
北
が
２
本
目
の

め
一
本
。
勢
い
そ
の
ま
ま
北
が
２
本
目
の

下
胴
を
決
め
二
本
勝
ち
。快
勝
を
収
め
る
。

下
胴
を
決
め
二
本
勝
ち
。快
勝
を
収
め
る
。

　

中
堅
戦
、
流
れ
を
引
き
寄
せ
た
い
山
本

　

中
堅
戦
、
流
れ
を
引
き
寄
せ
た
い
山
本

が
積
極
的
に
攻
め
る
。
山
本
の
技
が
尽
き

が
積
極
的
に
攻
め
る
。
山
本
の
技
が
尽
き

た
一
瞬
の
隙
を
、
山
口
涼
馬
が
上
胴
で
１

た
一
瞬
の
隙
を
、
山
口
涼
馬
が
上
胴
で
１

本
先
取
し
、

本
先
取
し
、
1616
普
連
Ａ
が
優
勢
に
出
る
。

普
連
Ａ
が
優
勢
に
出
る
。

主
審
の
二
本
目
の
合
図
の
直
後
、
山
本
が

主
審
の
二
本
目
の
合
図
の
直
後
、
山
本
が

大
き
く
踏
み
込
み
上
胴
を
放
つ
と
、
赤
旗

大
き
く
踏
み
込
み
上
胴
を
放
つ
と
、
赤
旗

が
３
本
あ
が
り
見
事
に
一
本
。
攻
撃
の
手

が
３
本
あ
が
り
見
事
に
一
本
。
攻
撃
の
手

を
緩
め
な
か
っ
た
山
本
が
判
定
勝
ち
。
防

を
緩
め
な
か
っ
た
山
本
が
判
定
勝
ち
。
防

衛
大
Ａ
が
優
勝
へ
望
み
を

衛
大
Ａ
が
優
勝
へ
望
み
を
繋繋つ
な
つ
な

い
だ
。

い
だ
。

　

勝
負
は
大
将
戦
へ
も
つ
れ
込
む
。
流
れ

　

勝
負
は
大
将
戦
へ
も
つ
れ
込
む
。
流
れ

に
乗
る
防
衛
大
Ａ
の
大
将
・
北
出
が
序
盤

に
乗
る
防
衛
大
Ａ
の
大
将
・
北
出
が
序
盤

か
ら
攻
勢
に
出
る
。
対
す
る
山
口
楓
太
は

か
ら
攻
勢
に
出
る
。
対
す
る
山
口
楓
太
は

泰
然
と
応
じ
、
北
出
の
攻
め
を

泰
然
と
応
じ
、
北
出
の
攻
め
を
捌捌さ
ば
さ
ば

く
。
中

く
。
中

盤
戦
、
山
口
楓
太
の
狙
い
澄
ま
し
た
よ
う

盤
戦
、
山
口
楓
太
の
狙
い
澄
ま
し
た
よ
う

な
下
胴
が
北
出
の
打
突
部
位
を
捉
え
る
。

な
下
胴
が
北
出
の
打
突
部
位
を
捉
え
る
。

1616
普
連
Ａ
が
優
勝
に
輝
い
た
。

普
連
Ａ
が
優
勝
に
輝
い
た
。

青年第２部決勝・先鋒戦＝北（左）の２本目の下胴青年第２部決勝・先鋒戦＝北（左）の２本目の下胴
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ニュース　全日本青年銃剣道大会

青年第２部決勝・大将戦＝優勝を決めた山口楓太（左）の下胴青年第２部決勝・大将戦＝優勝を決めた山口楓太（左）の下胴

青年第２部決勝・中堅戦＝山本（右）が上胴を決める青年第２部決勝・中堅戦＝山本（右）が上胴を決める

◎
優
勝
＝

◎
優
勝
＝
1616
普
連
Ａ
・
黒
﨑
徳
幸
監
督

普
連
Ａ
・
黒
﨑
徳
幸
監
督

「
予
選
の
九
州
大
会
で
優
勝
し
て
か
ら
、

「
予
選
の
九
州
大
会
で
優
勝
し
て
か
ら
、

今
日
の
本
戦
ま
で
と
て
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

今
日
の
本
戦
ま
で
と
て
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
出
場
す

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
出
場
す

る
選
手
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
き
た
の
で
、

る
選
手
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
き
た
の
で
、

優
勝
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
最

優
勝
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
最

高
の
気
分
で
す
。（
１
部
チ
ー
ム
の
塩
釜

高
の
気
分
で
す
。（
１
部
チ
ー
ム
の
塩
釜

監
督
も
話
し
た
よ
う
に
）
部
隊
長
を
は
じ

監
督
も
話
し
た
よ
う
に
）
部
隊
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

め
、
多
く
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年

は
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ー
ム
か
ら
対
策
さ
れ

は
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ー
ム
か
ら
対
策
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い

っ
た
こ
と
も
は
ね
の
け
て
、
ま
た
優
勝
で

っ
た
こ
と
も
は
ね
の
け
て
、
ま
た
優
勝
で

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

■
女
子
個
人
戦
の
部
（

■
女
子
個
人
戦
の
部
（
1515
歳
以
上
）

歳
以
上
）

　

決
勝
戦
は
、
前
回
準
優
勝
で
王
座
奪
還

　

決
勝
戦
は
、
前
回
準
優
勝
で
王
座
奪
還

に
燃
え
る
寒
河
江
瑞
希
（
北
海
道
・
第
３

に
燃
え
る
寒
河
江
瑞
希
（
北
海
道
・
第
３

即
応
機
動
連
隊
）
と
、
初
優
勝
を
狙
う
斎

即
応
機
動
連
隊
）
と
、
初
優
勝
を
狙
う
斎

藤
彩
花
（
北
海
道
・
第

藤
彩
花
（
北
海
道
・
第
2626
普
通
科
連
隊
）

普
通
科
連
隊
）

の
北
海
道
対
決
と
な
っ
た
。

の
北
海
道
対
決
と
な
っ
た
。

▽
決
勝

▽
決
勝

寒
河
江
瑞
希　

上
上

寒
河
江
瑞
希　

上
上
｜｜
上　
　

斎
藤
彩
花

上　
　

斎
藤
彩
花

　

序
盤
か
ら
寒
河
江
が
多
く
攻
撃
を
仕
掛

　

序
盤
か
ら
寒
河
江
が
多
く
攻
撃
を
仕
掛

け
、
斎
藤
に
攻
撃
の
隙
を
与
え
な
い
展
開

け
、
斎
藤
に
攻
撃
の
隙
を
与
え
な
い
展
開

が
続
く
。
連
続
で
技
を
繰
り
出
す
寒
河
江

が
続
く
。
連
続
で
技
を
繰
り
出
す
寒
河
江

の
打
ち
か
か
る
瞬
間
、
斎
藤
が
上
胴
を
決

の
打
ち
か
か
る
瞬
間
、
斎
藤
が
上
胴
を
決

め
、
一
本
先
取
。
寒
河
江
は
焦
ら
ず
、
攻

め
、
一
本
先
取
。
寒
河
江
は
焦
ら
ず
、
攻

め
の
ペ
ー
ス
を
維
持
し
続
け
、
斎
藤
を
追

め
の
ペ
ー
ス
を
維
持
し
続
け
、
斎
藤
を
追

い
詰
め
る
と
、
試
合
中
盤
で
放
っ
た
上
胴

い
詰
め
る
と
、
試
合
中
盤
で
放
っ
た
上
胴

が
見
事
に
決
ま
り
、
一
本
。
試
合
は
１
対

が
見
事
に
決
ま
り
、
一
本
。
試
合
は
１
対

１
の
勝
負
に
も
つ
れ
込
む
。
終
盤
戦
、
斎

１
の
勝
負
に
も
つ
れ
込
む
。
終
盤
戦
、
斎

藤
の
体
を
場
外
に
押
し
飛
ば
す
強
烈
な
上

藤
の
体
を
場
外
に
押
し
飛
ば
す
強
烈
な
上

胴
を
決
め
、
寒
河
江
が
逆
転
の
二
本
勝
ち

胴
を
決
め
、
寒
河
江
が
逆
転
の
二
本
勝
ち

で
悲
願
の
優
勝
を
手
に
し
た
。

で
悲
願
の
優
勝
を
手
に
し
た
。

◎
優
勝
＝
寒
河
江
瑞
希

◎
優
勝
＝
寒
河
江
瑞
希

　
　
　
　

　
　
　
　

  （
第
３
即
応
機
動
連
隊
）

（
第
３
即
応
機
動
連
隊
）

「
決
勝
戦
で
は
先
に
一
本
を
取
ら
れ
て
し

「
決
勝
戦
で
は
先
に
一
本
を
取
ら
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
去
年
の
反
省
を

ま
い
ま
し
た
が
、
去
年
の
反
省
を
活活いい

か
し
か
し

て
焦
ら
ず
に
試
合
を
し
て
二
本
取
り
返
す

て
焦
ら
ず
に
試
合
を
し
て
二
本
取
り
返
す
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女子個人戦の部決勝＝一本を取り返し、果敢に攻める寒河江（右）女子個人戦の部決勝＝一本を取り返し、果敢に攻める寒河江（右）

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
前
回
大
会
の
決
勝

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
前
回
大
会
の
決
勝

戦
で
悔
し
い
思
い
を
し
て
、
今
年
は
挑
戦

戦
で
悔
し
い
思
い
を
し
て
、
今
年
は
挑
戦

者
の
気
持
ち
で
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
そ

者
の
気
持
ち
で
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
か
緊
張
せ
ず
試
合
が
で
き
て
、

の
お
か
げ
か
緊
張
せ
ず
試
合
が
で
き
て
、

雪
辱
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次

雪
辱
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次

は
２
連
覇
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

は
２
連
覇
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

【
大
会
結
果
】

▼
青
年
第
１
部
＝
①
第
16
普
通
科
連

隊
（
長
崎
）
②
第
40
普
通
科
連
隊

Ａ
（
福
岡
）
③
第
12
普
通
科
連
隊

Ａ
（
鹿
児
島
）、
普
通
科
教
導
連
隊

Ａ
（
静
岡
）

▼
青
年
第
２
部
＝
①
第
16
普
通
科
連

隊
Ａ（
長
崎
）②
防
衛
大
学
校
Ａ（
神

奈
川
）
③
第
35
普
通
科
連
隊
Ａ
（
愛

知
）、
第
50
普
通
科
連
隊
Ａ
（
高
知
）

▼
女
子
個
人
戦
の
部
＝
①
寒
河
江
瑞

希
（
北
海
道
・
第
３
即
応
機
動
連
隊
）

②
斎
藤
彩
花
（
北
海
道
・
第
26
普

通
科
連
隊
）③
森
川
友
紀
子（
静
岡
・

普
通
科
教
導
連
隊
）、木
村
茉
鈴
（
京

都
・
第
７
施
設
群
）

青年第１部優勝＝第 16普通科連隊（長崎）青年第１部優勝＝第 16普通科連隊（長崎）青年第２部優勝＝第 16普通科連隊Ａ（長崎）青年第２部優勝＝第 16普通科連隊Ａ（長崎）

女子個人戦の部入賞者（左から）木村茉鈴、寒女子個人戦の部入賞者（左から）木村茉鈴、寒
河江瑞希、斎藤彩花、森川友紀子河江瑞希、斎藤彩花、森川友紀子



1941942023．9　月刊「武道」2023．9　月刊「武道」

ニュース　全国道場少年剣道大会

■
小
学
生
の
部

決勝中堅戦＝せた魂・梅木（右）がメンを狙う決勝中堅戦＝せた魂・梅木（右）がメンを狙う

◎
小
学
生
の
部

第第
5757
回
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会

回
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会

（滋賀）

せ
た
魂
剣
道
部

せ
た
魂
剣
道
部

　
　
　
　
　
　
初
優
勝

　
　
　
　
　
　
初
優
勝

　

第
57
回
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会
が
７

月
27
・
28
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
。
小
学
生
の
部
は
674
チ
ー
ム
・
２
０
２

２
名
が
参
加
し
、
中
学
生
の
部
は
546
チ
ー

ム
・
１
６
３
８
名
が
参
加
し
た
。

　

初
日
の
小
学
生
の
部
は
、
せ
た
魂
剣
道

部
（
滋
賀
）
が
初
優
勝
を
果
た
し
、
２
日

目
の
中
学
生
の
部
で
は
、
九
好
会
Ａ
（
熊

本
）
が
３
年
ぶ
り
６
度
目
の
優
勝
を
果
た

し
た
。

♢

　

試
合
は
小
学
生
２
分
、
中
学
生
２
分
30

秒
の
３
本
勝
負
で
行
わ
れ
、
勝
敗
が
決
し

な
い
場
合
は
引
き
分
け
と
な
る
。
勝
者
数

と
総
本
数
が
同
数
の
場
合
は
、
代
表
者
戦

に
よ
っ
て
勝
敗
を
決
す
る
。

　

準
決
勝
に
は
、せ
た
魂
剣
道
部（
滋
賀
）

を
は
じ
め
、
須
恵
剣
友
会
（
福
岡
）、
城

島
少
年
剣
道
部
（
福
岡
）、
五
本
木
武
道

館
Ａ
（
東
京
）
の
４
チ
ー
ム
が
進
出
し
、

初
優
勝
を
懸
け
た
対
戦
を
行
っ
た
。

■
準
決
勝
①

せ
た
魂
剣
道
部　
　

０
─
０　
城
島
少
年
剣
道
部

先
鋒　

堀
渕
友
乃　
　

×　
　
坂
本
琥
之
人

中
堅　

梅
木
彩
貴　
　

×　
　

梶
原
蒼
大

大
将　

辻
谷
悠
太　
　

×　
　

元
永
康
介

〈
代
表
者
戦
〉

　
　
　

辻
谷
悠
太　

コ
─　
　

元
永
康
介

　

せ
た
魂
剣
道
部
と
城
島
少
年
剣
道
部
の

対
戦
。
大
将
戦
後
も
決
着
が
つ
か
ず
、
代

表
者
戦
ま
で
も
つ
れ
込
ん
だ
。
代
表
者
戦

は
、
大
将
戦
と
同
じ
く
辻
谷
（
せ
た
魂
）

と
元
永
（
城
島
）
の
対
戦
。
辻
谷
が
コ
テ

を
奪
い
、
せ
た
魂
剣
道
部
が
接
戦
を
制
し

て
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

■
準
決
勝
②

須
恵
剣
友
会　
　
　

１
─
０　
五
本
木
武
道
館
Ａ

先
鋒　

徳
田　

湊　
　

×　
　

井
村
紀
満

中
堅　

鍋
倉
心
絢　
　

×　
　

佐
久
間
優

大
将　

稲
永
蒼
彩　

ド
─　
　

中
川
湧
喜

　

須
恵
剣
友
会
と
五
本
木
武
道
館
Ａ
の
対

戦
。
先
鋒
戦
と
中
堅
戦
は
引
き
分
け
。
大

将
戦
は
稲
永
（
須
恵
）
と
中
川
（
五
本
木
）

の
対
戦
。
稲
永
が
ド
ウ
を
決
め
、
中
川
の

反
撃
を
許
さ
ず
勝
利
。
須
恵
剣
友
会
が
せ

た
魂
剣
道
部
と
の
決
勝
の
舞
台
に
駒
を
進

め
た
。

■
決
勝

せ
た
魂
剣
道
部　
　

１
─
０　
須
恵
剣
友
会
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優勝＝せた魂剣道部（滋賀）

準優勝＝須恵剣友会（福岡）第３位＝城島少年剣道部（福岡）

第３位＝五本木武道館A（東京）

先
鋒　

堀
渕
友
乃　
　

×　
　

徳
田　

湊

中
堅　

梅
木
彩
貴　

メ
─　
　

鍋
倉
心
絢

大
将　

辻
谷
悠
太　
　

×　
　

稲
永
蒼
彩

　

先
鋒
戦
は
堀
渕
（
せ
た
魂
）
徳
田
（
須

恵
）
と
も
に
攻
め
る
も
決
め
手
に
欠
き
、

引
き
分
け
。
続
く
中
堅
戦
は
梅
木
（
せ
た

魂
）
と
鍋
倉
（
須
恵
）
の
対
戦
。
梅
木
が

メ
ン
を
決
め
、
そ
の
ま
ま
時
間
切
れ
と
な

り
勝
利
。
せ
た
魂
が
貴
重
な
１
勝
を
摑つ
か

み

取
る
。
大
将
戦
は
辻
谷
（
せ
た
魂
）
と
稲

永
（
須
恵
）
の
対
戦
。
あ
と
が
な
い
稲
永

は
果
敢
に
攻
め
る
も
一
本
を
奪
え
ず
、
時

間
切
れ
で
引
き
分
け
に
終
わ
る
。

　

決
勝
戦
を
制
し
、
せ
た
魂
剣
道
部
が
本

大
会
初
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
せ
た
魂
剣
道
部
・
山
中
澄
男
監
督

「
先
鋒
の
堀
渕
が
２
日
前
ま
で
体
調
を
崩

し
て
い
た
の
で
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、

体
調
も
回
復
し
、
順
調
に
勝
ち
上
が
っ
て

く
れ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
進
出
を
目
標
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。
次
は
昨
年
優
勝
し
た
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
全
国
大
会
で
連
覇
を
目
指
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

◎
せ
た
魂
剣
道
部
・
梅
木
彩
貴
選
手

「
今
ま
で
大
き
な
大
会
で
優
勝
し
た
経
験

が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
優
勝
で
き

て
と
て
も
嬉う
れ

し
い
で
す
。
大
将
戦
で
勝
敗

が
決
ま
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
自
分
の
一

本
で
優
勝
が
決
ま
っ
た
こ
と
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
次
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
国

大
会
で
連
覇
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
」

心技体 人を育てる総合誌

会場では多くの人が観戦した会場では多くの人が観戦した
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ニュース　全国道場少年剣道大会

　

準
決
勝
に
は
、
第
54
回
大
会
で
優
勝

し
、
本
大
会
で
６
度
目
の
優
勝
を
目
指
す

九
好
会
Ａ
（
熊
本
）
を
は
じ
め
、
安
浦
一

心
館
（
広
島
）、如
水
館
池
田
道
場
Ａ
（
福

岡
）、
志
道
館
学
園
Ａ
（
岐
阜
）
の
４
チ

ー
ム
が
進
出
し
た
。

　

準
決
勝
の
結
果
、
九
好
会
Ａ
と
安
浦
一

心
館
が
決
勝
の
舞
台
に
駒
を
進
め
た
。

■
決
勝

九
好
会
Ａ　
　
　
　

２
─
１　

安
浦
一
心
館

先
鋒　

田
村
悠
善　

コ
─　
　

橋
本
洸
人

中
堅　

亀
井
響
紀　

コ
─　
　

垰
田
慶
斗

大
将　

石
橋
智
紀　
　

─
メ　

橋
本
大
治

　

先
鋒
戦
は
田
村
（
九
好
会
）
と
橋
本
（
安

浦
）
の
対
戦
。
試
合
序
盤
に
田
村
が
コ
テ

で
先
取
し
、
そ
の
ま
ま
時
間
切
れ
と
な
り

勝
利
。
中
堅
戦
も
亀
井
（
九
好
会
）
が
垰

田
（
安
浦
）
か
ら
コ
テ
を
奪
っ
て
そ
の
ま

ま
勝
利
を
収
め
、
勝
者
数
が
２
人
と
な
っ

た
た
め
九
好
会
Ａ
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

大
将
戦
は
橋
本
（
安
浦
）
が
石
橋
（
九
好

会
）
か
ら
一
矢
報
い
る
メ
ン
を
奪
い
、
橋

本
の
勝
利
。
２
─
１
で
九
好
会
Ａ
が
優
勝

に
輝
い
た
。
九
好
会
は
３
年
ぶ
り
６
度
目

■
中
学
生
の
部

の
優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
九
好
会
Ａ
・
〆
一
司
先
生

「
選
手
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
大
会
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
２
年
間
選
手
た

ち
が
ど
れ
だ
け
結
果
を
残
せ
る
か
、
今
日

の
経
験
を
ど
れ
だ
け
活い

か
せ
る
か
し
っ
か

り
考
え
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
九
好
会
Ａ
・
石
橋
智
紀
選
手

「
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
九
州
大
会

の
団
体
戦
と
全
国
中
学
校
剣
道
大
会
の
個

人
戦
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
優
勝
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
」

決勝・先鋒戦＝九好会Ａ・田村（左）がドウを狙う決勝・先鋒戦＝九好会Ａ・田村（左）がドウを狙う

九
好
会　

６
度
目
の
優
勝

◎
中
学
生
の
部

優勝＝九好会A（熊本）

（熊本）
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【
大
会
結
果
】

◆
小
学
生
の
部

　

優　

勝
＝
せ
た
魂
剣
道
部
（
滋
賀
）

　

準
優
勝
＝
須
恵
剣
友
会
（
福
岡
）

　

第
３
位
＝
城
島
少
年
剣
道
部
（
福
岡
）

　
　
　
　
　

五
本
木
武
道
館
Ａ
（
東
京
）

◆
中
学
生
の
部

　

優　

勝
＝
九
好
会
Ａ
（
熊
本
）

　

準
優
勝
＝
安
浦
一
心
館
（
広
島
）

　

第
３
位
＝
志
道
館
学
園
Ａ
（
岐
阜
）

　
　
　
　
　

如
水
館
池
田
道
場
Ａ
（
福
岡
）

準優勝＝安浦一心館（広島）

第３位＝如水館池田道場A（福岡）

第３位＝志道館学園A（岐阜）
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令
和
５
年
度

全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬
成
大
会　
受
賞
一
覧

　

令
和
５
年
７
月
16
日
か
ら
８
月
６
日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
っ
て

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
、
令
和
５
年
度
全
日
本
少
年
少
女
武
道

錬
成
大
会
の
受
賞
一
覧
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

7月16日開催

並合気会）、内木小三郎・反町翠（おあしす合気会）、
田口花（一蓮合気道会）、加我凛帆・佐藤遙哉・板井晴・
仁藤詩和・工藤綾乃・加藤創真・工藤圭市（多摩川
合気道会）、阪口友哉・小川叶愛・椎名優衣・小林朔・
阪口遥哉・眞下未華子（板橋区合気会）、神本恵・鈴
木貴満（板橋合気倶楽部明友会）、井手達望・大須賀
康鳳・西山勇次郎・北原康翔・佐々木寛仁・ムラセ
ライアン（合気道三心会）、磯部さつき・磯部あやか（合
気道仁昌会）
【神奈川県】古賀一禾・徳留聡一郎（合気道唯心館杉
野道場）、瀬川貴博・須藤多実佳・須藤敬良（合気道
幸徳会）、大原竜斗・津田麻衣・富室勲也（合気道青
葉塾道場）、西尾好由（合気道春水道場）、荒井絢兜・
鈴木健太（桜台合気道クラブ）、篠原孝仁・篠原寛庄

（春陽会）、島野凰生（合気道野比道場）、猪飼菫・山
梨蒼一郎（鶴岡八幡宮研修道場合気道）、山本恵多（藤
沢合気道倶楽部）、中堀紗良・渡邉可憐・川渕稜世（合
気道相模和道会）、橋本柊士（合気道高城道場　合気
道わんぱく道場）、仲宗根良守心・大渕行弘（綾瀬市・
海老名市合気会）、長塩幸希・石渡柚紀子（秦野武産
合気会）、三田峻太郎（よみうりカルチャー横浜ジュ
ニア合気道教室）、宮下陽佐（青葉台カルチャープラ
ザ合気道教室）、渡部樹・三舟舞妃菜（葉山町合気会）、
中田武秀（合気道金沢クラブ）
【静岡県】高島慶（裾野合気会）、金井美桜・清萌香（合
気道石芯塾）、北畠咲耶・篠原颯・榊原笙真・望月美花・
鯨井湊介（啓翔会）
【愛知県】武山怜生・石川麻尋（小牧合気会）
【京都府】西清志郎（合気道入江道場）
【大阪府】小泉結愛・小松薙佳・東二胡・小西柚音・
奥山克斗・平野遥香・浜田悠希・小西茉莉彩・山野紗良・
川﨑貴翔（合気道正勝会）、馬場彩・馬場琉之介・三
島歩真・畑部友政・花房芽依・熊取谷斗羽・熊取谷心羽・
堀はなみ・三島歩華（合気道大阪東武育会）
【兵庫県】堀内渓登・今田愛良（相生会にしのみや合
気道クラブ）
【奈良県】河部惺・桑原琉里・三好輝・松田英希・宮
﨑碧葉・増山奏良（奈良合気会）、谷相泰一朗・菊本
盟子・髙田知里・大田司（合気道西大和会）、北晃季（合
気道三錬会）
【岡山県】小西爽友（倉敷天領塾）、矢山和花（倉敷
市立西中学校合気道部）
【広島県】岡本一真・山口真季子（合気道広島会ひと
み幼稚園長束道場）、勝浦美歩・勝浦優美・杉田知謙・
杉田知優（合気道二葉教室・HIJIYAMA 教室）
【長崎県】上戸壮介（合気道悠歩塾）
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５
年
度　
全
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本
少
年
少
女
武
道
錬
成
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賞
一
覧

合気道 ＜努力賞＞

【岩手県】遠藤実唯奈・佐川李々穂・佐川遼貴（合気
道奥州道場）
【宮城県】八重樫穂高（合気道真眼会）
【山形県】藤田優斗（合気道真室川道場）
【福島県】鈴木靖杷（合気道須賀川道場）
【茨城県】奥村幸弘（つくば牛久合気道友会）、小松
﨑優陽（江戸崎合気会）、山下結愛・小田島史佳（取
手市合気道スポーツ少年団）、冨岡奏音・平澤周・白
石大揮（ひたちなか市合気道少年団）、長谷川和成・
楓佑太・深谷祐太・村木雪琉・村木琉聖（岩間合気
道スポーツ少年団）、仁田創太・加倉井光（東海合気
道少年団）、小野瀬裕真（那珂湊合気道少年団）、西
村望（笠間市体協合気道部笠間教室）
【埼玉県】谷畑晄平・溝口雄士・鈴木祐登・稲毛ひな
た（合気道浦和尾又道場）、須藤快人（大成合気道会）、
杉岡昌橙（蕨合気道会）、新井柚絆・菊島結香・二川
希美・大塩律夏・荒井涼葉・西原花歩・新井巧実・
菊島舞香（無為会）、江上覚万・長谷川千太郎・長塚
陽斗（ビタース合気道クラブ）、金井惟・杉山怜・高
田一仁（合気道大宮道場）、小山竣輔・佐々木丈瑠・
木村拓翔・須賀啓太・佐々木琉悟・小山智陽・恵木
遥翔・稗田晃介・須賀香凛・阿部陸斗・稗田颯太（草
加合気道研究会）、中村夏粋（日高市合気道同好会）、
神尾柚希・荒木伊織・伊東靖晄・増田有紀久（合気
道研心会）、石井晴太・片岡葵（狭山市合気道教室）、
黒澤未来・川島瑶（合氣道修練道場自然館）、田代水
葵（合気道和光道場）、八城稜（志木合氣会）、吉田
彩芽（合氣道神明塾）、平原彩弥音（合氣道明心会）、
平沢恵（入間幸武館道場）、堀部瑛嵐（新所沢合氣道
同好会）、多ケ谷郁斗・佐藤蒼真（白岡合気会）、髙
栁翔（合氣道健武館）、川上紗楠・中野結里愛（東松
山合気道クラブ晴和会）
【千葉県】柏倉萌彩・外﨑拓斗・山崎莉子・岩田結咲・
牛原智滉・基太村葉奈・立本裕菜・福田蓮・太田遼
一・柏倉夢彩・メンドーザライゼン（千葉市立椿森
中学校合氣道部）、安田悠乃・大野鼓（合気道花見川
道場）、山本陽登・西本伍希・西田泰希・菊地将史（合
氣道弘龍會明心館道場）、川瀬雄大・池田樹世（我孫
子市合氣道スポーツ少年団）、尾花桂都・中村野々・
口村美空（船橋合気会）、林玲伊・永沼優太・奥野希
遥・阪野空翔・坂谷友果（朋清会白井道場）、栗木智紘・
宮城島亘・倉持ひより・栗木すみれ・中島隼介・中
島蓮介・川崎結菜・新村あらた（合気道正心会）、矢
野謙斗（八千代市合気道連盟）、大角あかね・近藤隆晴・
板谷飛佑・眞﨑一将・河岸樹生・山本一之介・前田凛乃・
小川あい・薗部椛恋・河岸柚花・山本瑛太・西村龍桜・

大田紘生（流山合気会）、阿部彩佳（銚子合気道会）、
土井美月・土屋博暉・土井結月（合氣道松心館）、座
間咲良・今井璃七（柏合気会少年部）、筒井楓（合氣
道明心館スポーツ少年団）、佐久間咲奈・佐久間晴己

（北総合気会山武道場）
【東京都】友野真備・山田菫・福谷茉歩・中林武大・
瀧本一桂（中央区合気会）、竹田奈央・福村莉彩（合
気道宇宙の会）、西野優凛・山村実乃（文京区合気会）、
岩本亨士・林大翔・岩田悠希・山﨑輝生・魚躬麻希・
冨永幸太郎・中川雲太・谷口星隠（荒川合気会）、川
角匠人・鈴木弥々花（合氣道順風会）、鹿野二葉（合
気道石田塾）、安藤舜（葛飾合気会）、植田奏波・富永
理央（合氣道土井道場）、佐藤心・佐藤蒔咲（城東誠
和会）、田中心望（新小岩合気会）、市橋実空・小島依桃・
川上岳琉・岩田真由子・那須健人（合氣道木下道場）、
首代武・山本清尊・山本怜果・荒谷しほり・首代桜・
中野勇琉・梅林果穂（合気道向日葵道場）、山下晴政（三
中合気道会）、三枝和華子・小島治樹（西馬込合気道
会）、尾﨑来夢・島柚帆（大田区合気道会）、岩下直哉・
田口瑛仁（明治神宮武道場至誠館）、為貞翔太・簗瀨
武良允（守清館）、渡辺樟馬・齋藤蒼介・大塚咲斗・
藤井瞳衣・寺田正央史（合気道れいめい会）、熊本睦己・
麻場尚（祖師谷合気会）、村山蓮・平田一護・瀬古結
子（朋清会）、眞山怜・細川望美・稲澤ひなた・吉田藍・
田中瑛介・中山裕大郎・有地悠真・芳賀アンソニー
海斗・渡部蒼太郎・鈴木悠太・伊東柚香・下出和花・
小野奏亮・黒木健太・佐藤木綿子・佐藤琥珀・松本
淳志（合気道自由が丘道場）、首藤裕太（荻窪合気道
同好会）、讓原慎司・大田原拓磨・廣岡新・鈴木咲也
子・松元咲樹・太田十斗・石田あおば・須長采音（月
窓寺道場）、内田梨和子・小畑侑久・小山暁輝・長澤
梢ラウラ・諏訪雄大・安西風雅・小山瑞季・伊達萌・
小田栄信・野中はな・安西椎馬・石神隼人・清水琥太朗・
椎葉明主虎・大石時久（合気道新川塾）、石原圭吾・
伊藤麻美・鶴間景太・石原ゆい（春風合気道会）、近
棟文香・小畑旭陽・嶋田結綺・木下友登・土屋蒼海（仲
池合氣道同好会）、武田花（調布合気道会）、菱田陽生・
林大耀（東村山市合気道会）、山﨑玉葉・和田善士朗（合
気道「倫」）、福士寛（穎明館中学高等学校合気道部）、
竹若春乃・三好音羽（東大和市合気道会）、宮本千尋・
宮本芽衣・宮本希子（鷹の台合氣道同友会）、倉島弥
和・高江快成（合気道本部道場少年部）、佐藤俊武根

（東村山合気道クラブ）、糟谷優衣（武蔵村山合気道
会）、春日井絢都・Xaxandyra Macdonald・山田一輝

（千住合気会）、山下十和之介（竹の氣クラブ）、佐原
悠介・能美一輝・小宮温・鈴木啓太・溝口ひより（杉
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弓　道 7月17日開催

剣　道 7月22日開催

7月23日開催

優秀賞 優良賞 敢闘賞 技能優秀賞

鹿児島市立松元中学校Ａ（鹿児島県）
宇都宮市立鬼怒中学校Ｂ（栃木県）

岩舟中学校Ａ（栃木県）
北犬飼中学校Ｂ（栃木県）

豊田市立藤岡南中学校Ｂ（愛知県）
矢板市立矢板中学校Ａ（栃木県）
宇都宮市立一条中学校Ａ（栃木県）
八代市立第一中学校（熊本県）

鹿児島市立松元中学校Ａ（鹿児島県）
豊田市立藤岡南中学校Ｂ（愛知県）

努力賞 予選通過チーム（12 射 6 中以上）　　13 チーム

優秀賞 優良賞 敢闘賞 技能優秀賞

宇都宮市立鬼怒中学校Ａ（栃木県）
南指宿中学校（鹿児島県）

愛知県豊田市立朝日丘中学校Ａ（愛知県）
名古屋大学教育学部附属中学校（愛知県）

北犬飼中学校 A（栃木県）
宇都宮市立一条中学校Ａ（栃木県）
慶應義塾湘南藤沢中等部Ａ（神奈川県）
豊川市立南部中学校（愛知県）

宇都宮市立鬼怒中学校Ａ（栃木県）
北犬飼中学校Ａ（栃木県）

努力賞 予選通過チーム（12 射 6 中以上）　　15 チーム

男子の部

女子の部

優秀賞 優良賞 敢闘賞
第 1
ブロック 習志野武道館（千葉県） 本郷道場（千葉県） 上田市剣道スポーツ少年団中央分団（長野県） 林剣道スポーツ少年団（香川県）

第 2
ブロック 東松舘道場（東京都） 福島中央剣友会（福島県） 貝塚市剣道スポーツ少年団（大阪府） 御幸剣道クラブ（栃木県）

第 3
ブロック 解脱錬心館（埼玉県） 聖武会（兵庫県） 豊中寺内剣友会（大阪府） 三劔会（大阪府）

第 4
ブロック 北習志野高郷剣友会（千葉県）桜南剣友会（埼玉県） 聖和剣道友の会（大阪府） たからづか剣道会（兵庫県）

第 5
ブロック 上の台剣友会（千葉県） 磯子警察署少年剣道推進会（神奈川県）蔵の街剣志会（栃木県） 北条剣友会（大阪府）

第 6
ブロック 高島平剣仁会（東京都） 南平剣友会（東京都） 練兵館（栃木県） 妙武館高麗道場（埼玉県）

第 7
ブロック 新狭山剣志会（埼玉県） 鬼高剣友会（千葉県） 山口剣友会（福岡県） 新松戸南剣幸会（千葉県）

第 8
ブロック 清野秀武舘倉石道場（長野県）北本剣士会（埼玉県） 山梨健心館（山梨県） 尾島剣道部（群馬県）

優秀賞 優良賞 敢闘賞
第 1
ブロック 都岡剣友会（神奈川県） 凌雲館村雲道場（富山県） 東金町剣道クラブ（東京都）忠岡剣友会（大阪府）

第 2
ブロック 新風館（千葉県） 武徳館剣道教室（愛知県） 春日市筑葉会（福岡県） 新小岩剣友会（東京都）

第 3
ブロック 宝塚剣道円心会（兵庫県） 権堂少年剣友会（長野県） 高井戸警察署少年剣道会（東京都）江戸川報徳会（東京都）

第 4
ブロック いばらき少年剣友会（茨城県）和歌山武道館剣道錬成クラブ（和歌山県） 鍾念道場（愛知県） 樽井一究道場（大阪府）

第 5
ブロック 豊中小曽根剣友会（大阪府）南輝剣道スポーツ少年団（岡山県）北総中央剣友会（千葉県） 桶川剣友会（埼玉県）

第 6
ブロック 昇龍館一福道場（岡山県） 剣心会（兵庫県） 新宮剣志館（兵庫県） 川崎真道館道場（神奈川県）

第 7
ブロック 大村市剣道協会（長崎県） 大野中央剣道スポーツ少年団（福岡県）広島西風道場（広島県） 福田道場（岡山県）

第 8
ブロック 千葉南武館（千葉県） 錬心舘市原道場（千葉県） 沖縄警察署スポーツ少年団（沖縄県） 十河剣道スポーツ少年団（香川県）
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空手道 7月29日開催

柔　道 7月30日開催

優秀賞 優良賞 敢闘賞
第 1ブロック
（低学年） 紅柔道クラブ（千葉県） 有明柔道クラブ（東京都） 下館武道館（茨城県）

弥刀少年柔道クラブ（大阪府）
第 2ブロック
（低学年） 岡豊ジュニア柔道クラブ（高知県）六郷道場（愛知県） 瑞浪修徳館（岐阜県）

高月柔道スポーツ少年団（滋賀県）
第 3ブロック
（低学年） 錬心館岡野道場（千葉県） 鈴木道場（東京都） 隅田柔道塾（東京都）

宇治柔道会（京都府）
第 4ブロック
（低学年） 川口市柔道連盟クラブ（埼玉県） 山武柔道西塾（千葉県） 東京拘置所少年柔道クラブ（東京都）

社柔道少年団（兵庫県）
第 1ブロック
（高学年） 幸心会正善館（奈良県） 県営富山武道館（富山県） 五十嵐道場（埼玉県）

世田谷柔道クラブ（東京都）
第 2ブロック
（高学年） 大石道場（愛知県） 高石市柔道スポーツ少年団（大阪府） 舞鶴柔道クラブ（茨城県）

川口市柔道連盟クラブ（埼玉県）
第 3ブロック
（高学年） 宇治柔道会（京都府） 向原柔道クラブ（東京都） 喜多道場（埼玉県）

松阪市武道館柔道教室（三重県）
第 4ブロック
（高学年） 朝飛道場（神奈川県） 修心塾道場（岐阜県） 大宮立志塾（埼玉県）

広畑柔道教室（兵庫県）

優秀賞 努力賞

晴桜塾（東京都）
目黒空手インターナショナル A（東京都）

川口空手アカデミー A
（埼玉県）

日本空手道海真館
（神奈川県）

日本空手道一空会マリン空手クラブ A
（埼玉県）

目黒空手インターナショナル B
（東京都）

川口空手アカデミー B
（埼玉県）

尚心派糸東流拳心会 B
（東京都）

清原空手道スポーツクラブ
（栃木県）

総合武道松武会
（東京都）

優良賞

教空会空手道場（東京都）
空手道一心塾（千葉県）

敢闘賞

明桜塾（千葉県）
千葉拳成会 B（千葉県）
日本空手道泊親会川崎（神奈川県）
明林館 A（神奈川県）

優秀賞 努力賞

一宮 A（千葉県）
全日本空手道連盟糸東会千政館愛知支部天空会 A（愛知県）

日本空手道一空会マリン空手クラブ
（埼玉県）

空手道研究会武村塾 A
（東京都）

蒼凜会
（千葉県）

日本空手道泊親会川崎 A
（神奈川県）

清原空手道スポーツクラブ A
（栃木県）

正武館空手道場
（東京都）

全日本空手道連盟糸東会聖伸館 A
（千葉県）

川口空手アカデミー B
（埼玉県）

優良賞

養正館（静岡県）
明桜塾（千葉県）

敢闘賞

蒼鷹会空手道教室（東京都）
全日本空手道連盟糸東会千政館愛知支部天空会 B（愛知県）
日本空手道泊親会川崎 B（神奈川県）
日本空手道海真館（神奈川県）

優秀賞 努力賞

一般社団法人日本空手道道場会文濤会 A（東京都）
目黒空手インターナショナル A（東京都）

修交会豊田
（愛知県）

日本空手道一颯会 A
（神奈川県）
普現流空手道
（愛知県）

誠明館
（神奈川県）

拳剛会
（千葉県）

拳勝館鎌倉支部 A
（神奈川県）
空手道一心塾
（千葉県）

日本空手道拳勝館
（神奈川県）

優良賞

聖心館葉山 A（神奈川県）
剛柔会正剛道場（静岡県）

敢闘賞

茂原武道館（千葉県）
川口空手アカデミー（埼玉県）
尚心派糸東流拳心会（東京都）
養正館 A（静岡県）

優秀賞 努力賞
皆思道場（東京都） 日本空手道拳勝館

（神奈川県）
剛柔流空手道錬心会

（埼玉県）
日本空手道海真館

（神奈川県）
拳勝館西湘支部
（神奈川県）

優良賞
西谷道場 A（神奈川県）

敢闘賞
誠明館 A（神奈川県）
正武館空手道場（東京都）

優秀賞 努力賞
西谷道場 A（神奈川県） 拳勝館六会支部

（神奈川県）
拳剛会

（千葉県）
空手道研究会武村塾

（東京都）
西谷道場 B

（神奈川県）

優良賞
如水会川崎（神奈川県）

敢闘賞
明桜塾（千葉県）
如水会川崎（神奈川県）

小学１・２年生の部

小学５・６年生の部

小学３・４年生の部

中学生男子の部

中学生女子の部
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銃剣道 8月2日開催

区　分 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学 5・6年生 滋賀高島市銃剣道少年団（滋賀）鳥取県立武道館（鳥取） 飯島銃剣道クラブ（長野）北風（北海道）

中学生 元気道場Ａ（新潟） 北風Ａ（北海道） 名寄ピヤシリ銃剣道少年団（北海道）佐賀県選抜（佐賀）

団体試合錬成

区　分 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学１・２年生 宇恵心春（小奴可剣友会）室井辰哉（船橋武道倶楽部） 木村光佑（元気道場） 滝沢舞桜（元気道場）

小学３・４年生 大桃明日花（元気道場） 谷伊織（名寄ピヤシリ銃剣道少年団）木下健（小奴可剣友会） 酒井大輝（飯島銃剣道クラブ）

小学５・６年生 前川惺（滋賀高島市銃剣道少年団） 外尾海悟（佐賀県選抜） 酒井陽稀（飯島銃剣道クラブ） 南脇蓮（都城少年少女銃剣道クラブ）

小学 5・6年生女子 市川楓（滝川少年銃剣道クラブ）光野七海（滝川少年銃剣道クラブ） 足澤誉華（鳥取県立武道館） 根塚愛稟（美幌銃剣道少年団）

中学 1年生 外尾海青（佐賀県選抜） 水谷凌也（滝川少年銃剣道クラブ） 橋本拓実（福井県立武道館） 南脇新大（都城少年少女銃剣道クラブ）

中学２・３年生 長岡希空（元気道場） 大桃紘都（元気道場） 根塚光星（美幌銃剣道少年団） 藤谷匠吾（瑞穂総合クラブ）

中学生女子 西村歩育（佐賀県選抜） 平松花音（本間道場） 橋本真莉菜（山梨博真館）園田侑生（都城少年少女銃剣道クラブ）

銃剣道個人試合錬成

区　分 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学 1・2年生 藤枝幸大（船橋武道倶楽部） 寺村真尋（九徳塾） 室井辰哉（船橋武道倶楽部） 永久晃継（本間道場）

小学 3・4年生 谷伊織（名寄ピヤシリ銃剣道少年団）鹿又結衣（船橋武道倶楽部） 橋本翼（船橋武道倶楽部）加古拓也（須賀川市銃剣道少年団）

小学 5・6年生 前川惺（滋賀高島市銃剣道少年団） 小林蔵音（真庭道場） 田中悠聖（鳥取県立武道館） 石橋威風（宇都宮銃剣道クラブ）

中学生 阿部龍二（紫波銃剣道クラブ） 橋本美羽（船橋武道倶楽部） 丸山智輝（元気道場） 朝日田鳳（紫波銃剣道クラブ）

短剣道個人試合錬成
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なぎなた 8月6日開催
演技競技の部

区　分 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学 3年 杉本凜花 佐藤眞 山本純名 伊藤光咲
（足立区千徳クラブ） （宇都宮市なぎなた連盟） （愛知県なぎなた連盟豊川支部） （弥富市なぎなた連盟）

小学 4年 白井結 佐伯ももか 青木玲 佐藤美采
（四日市なぎなたクラブ） （すみれ会） （港区玉恵会） （榴岡なぎなた教室）

小学 5年 竹谷綾 南和穂 山本琴音 守本奈央
（伊丹スポーツセンターなぎなた教室） （江東区なぎなた連盟） （斐川スポーツ少年団） （愛知県武道館クラブ）

小学 6年 平田彩晶 治郎丸美聡 北村陽菜 松岡知宙
（養徳館） （養徳館） （島根県なぎなた連盟） （愛知県武道館クラブ）

中学 1年 濵本あみか 坂田千花彩 吉田理桜 成瀬日和
（嬉野なぎなたクラブ） （伊丹スポーツセンターなぎなた教室） （武陵館中嶋道場） （和歌山県なぎなた連盟）

中学 2年 塘彩矢佳 徳島愛 和泉咲良 河合真那
（佐賀東ジュニアなぎなたクラブ） （佐賀東ジュニアなぎなたクラブ） （清教学園中学校） （南砺市立福野中学校）

中学 3年 佐藤さなみ 村上実音 駒井志穂梨 中屋敷夏花
（鯉城なぎなたクラブ） （山形三中クラブ） （清教学園中学校） （一戸町立一戸中学校）

小学男子 3・4年 七森大成 福林道博 藤江快成 鈴木尊照
（新潟県なぎなた連盟） （中野区なぎなた連盟） （弥富市なぎなた連盟） （幕張なぎなたスポーツ少年団）

小学男子 5・6年 小堺鉄馬 北謙信 野田創一朗 白畑光成
（新潟県なぎなた連盟） （一戸町なぎなた協会） （西原なぎなたクラブ） （一戸町なぎなた協会）

中学男子 鈴木秀岳 伊藤弥路久 平田煌 菅原壮真
（川崎市なぎなた連盟） （羽島市なぎなた協会） （養徳館） （山形市立第四クラブ）

試合競技の部

区　分 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学 1・2年 星凜花・渡邊咲仁 菊地ひかり・道合真梨 村上実玲・竹山いちか 山下葵・野村凪
（会津なぎなたスポーツ少年団） （一戸町なぎなた協会） （弥富市なぎなた連盟） （弥富市なぎなた連盟）

小学 3・4年 池田みちる・中島綾香 池田ひかり・窪田紗夕 髙見知依・加藤巴御 丸逢理・丸笑理
（江東区なぎなた連盟） （佐賀東ジュニアなぎなたクラブ） （岡山県なぎなた連盟） （富津市なぎなた連盟）

小学 5・6年 今村茉莉恵・熊澤紗彩 中村藍璃・田中美鈴 後藤夕奈・岸野桃々 奥田麗奈・横山愛佳
（鎌倉市なぎなた連盟） （一戸町なぎなた協会） （豊島区なぎなた連盟） （奈良市なぎなた連盟）

中学A 伊藤心音・山中彩葉 室井優・山口穂乃佳 七森結・田部紗采子 安住莉野・太田代和奏
（会津なぎなた連盟） （会津なぎなた連盟） （新潟県なぎなた連盟） （榴岡なぎなた教室）

中学B 室井彩良・稲川舞 高島あんじ・山本美帆 宮崎真菜・金谷理央 細井理央・岩崎晏佳
（会津なぎなた連盟） （鯖江なぎなたクラブ） （南砺市立福野中学校） （清教学園中学校）

中学C 安藤美里・新妻楓乃音 菖蒲樹吏愛・大木千代 菊平七生・柴田華子 寺西実紅・森田初音
（会津なぎなた連盟） （弥富市なぎなたクラブ） （大垣市立星和中学校） （南砺市立福野中学校）

中学D 清島加恋・百島瑠那 下里雛之・別所采奈 田上ほのか・禾知華 早瀬日菜・清水芽生
（南砺市立福野中学校） （三重武道館クラブ） （神奈川大学附属中学校） （鯖江なぎなたクラブ）



2042023．9　月刊「武道」

8月5日開催

小曽根幸也・酒井遼（蕨市スポーツ少年団）髙野聡大・木村啓太郎（埼玉神川スポーツ少年団）海沼孟宗・田部井陽樹、海沼元寅・
近藤航（東京西品川道院拳友会）大西陽輝・児玉燦（南中野道院拳友会）足立菜摘・養父さくら（武蔵国分寺スポーツ少年団）沼
田橙葵・秋山静梨華（秦野道院拳友会）谷川満音・金子凜々（川崎柿生道院拳友会）長谷川のぞみ・堀宇一朗（横浜金沢文庫スポ
ーツ少年団）中沢瑠那・奥原克斗（塩尻スポーツ少年団）八田知咲・小倉詩音（名古屋太子道院拳友会）山崎春・鈴木智子、永田
丈琉・徳田恭実（名古屋なるこ道院拳友会）大村航太郎・能田航希（伏見丹波橋スポーツ少年団）秋山希叶・岡本悠那、森草介・
中西晴琥、秋山叶太・中西望夢（琴弾道院拳友会）

≪規定単独基本演武≫
◆小学生 3級～ 1級の部
　大沼蒼空（宮城大河原道院拳友会）山内ひかり、荒畑昊生（青葉道院拳友会）矢吹碧唯、関根颯来（福島鮫川道院拳友会）伊藤煌太郎（茨

城神栖スポーツ少年団）赤津奏人（茨城石岡道院拳友会）磯結人、山邊湊斗（伊勢崎東道院拳友会）丹内結愛、矢口悠聖、石川琳彩（群
馬多々良道院拳友会）花香東維（波崎スポーツ少年団）山本楓、阪本裕紀（千葉市海浜スポーツ少年団）田口大耀（千葉清見台道
院拳友会）星野新（市川若宮道院拳友会）西島一陽（取手南道院拳友会）貝田一翔（埼玉三ケ島道院拳友会）秋谷洸瑠（埼玉川島
道院拳友会）佐橋勇人、須田さにい（東京王子道院拳友会）上ノ郷谷岳治（東京錦糸道院拳友会）土屋光史郎（東京桜台道院拳友会）
谷津直璃（東京西品川道院拳友会）熱田亥玖（東京足立東和道院拳友会）内畠寿々之輔（東京飛鳥道院拳友会）池野銀太（南中野
道院拳友会）井上蓮介（八王子陵北スポーツ少年団）松田瑛美花（神奈川大和道院拳友会）大木要二、大木三葉（秦野道院拳友会）
吉川峻華（相模原上溝スポーツ少年団）太田煌希（相模大野道院拳友会）大木耀（袖ヶ浦長浦スポーツ少年団）小畑凛空、古澤涼
聖（鶴見潮田道院拳友会）阪口仁貴（福井新田塚道院拳友会）新谷岳（信州宮田生涯教育スポーツクラブ）神田凛理人（塩尻スポ
ーツ少年団）梶彩未（塩尻スポーツ少年団）下所寛之（富士南道院拳友会）中西広夢（伏見丹波橋スポーツ少年団）辻本花穂（和
歌山西庄スポーツ少年団）

◆小学生 4級の部
　菊間祐仁（榛東スポーツ少年団）佐藤星磨（長井南道院拳友会）岡本牡丹（渋川道院拳友会）設楽遥香（前橋中部道院拳友会）中

野智晴（市原有秋東スポーツ少年団）伊花佑（市川若宮道院拳友会）鈴木英依樹（守谷市スポーツ少年団）吉橋由翔（入間藤沢道
院拳友会）岡村春輝（埼玉入間道院拳友会）桑原昇汰（埼玉武道館）佐藤駿丞（東京月島道院拳友会）大黒颯真（東京西品川道院
拳友会）菊地晶（日野南平スポーツ少年団）大屋拓未（鶴見潮田道院拳友会）亀山煌世（神奈川大和道院拳友会）大沼蓮（川崎幸
スポーツ少年団）野村栞（郡内富士スポーツ少年団）

◆小学生 6級～ 5級の部
　高橋宏丞（青葉道院拳友会）谷村陽向、田村一翔（仙台西道院拳友会）菅野美空、菅野太志（いわき中央台スポーツ少年団）永井

千尋（ひたちなか市湊スポーツ少年団）米村直人（茨城神栖スポーツ少年団）小林冬虎、矢口栞帆（群馬多々良道院拳友会）佐藤
茜寧（伊勢崎東道院拳友会）設楽陽佑（前橋中部道院拳友会）宮内菜乃葉、田村総一郎（千葉海匝道院拳友会）山野大都（千葉山
王道院拳友会）髙野穏（草加道院拳友会）遠坂泰来（武蔵浦和道院拳友会）木村百花（行田南道院拳友会）田口青空（埼玉和光道
院拳友会）工藤日向（習志野台スポーツ少年団）五十嵐朔太朗（武蔵嵐山スポーツ少年団）藤村亮太（多摩桜ヶ丘道院拳友会）清
野百合子（東京王子道院拳友会）狩野鈴奈（東京蒲田道院拳友会）八尋英佐（東京上北沢道院拳友会）笠原貴久（東京清瀬元町道
院拳友会）高瀬葵（東京石神井道院拳友会）鈴木理人（日本武道館武道学園）土門虹菜（鶴見潮田道院拳友会）高橋円佳（神奈川
大和道院拳友会）楠愛梨、庄司すず（川崎西道院拳友会）森藤弘陽（川崎東道院拳友会）関口幸村（小須戸スポーツ少年団）櫻井
靖之助、櫻井創二郎、嶋田匡希、原京志朗、所澤燈向（信州宮田生涯教育スポーツクラブ）高桑向世（諏訪市スポーツ少年団）石
田愛莉（沼津香陵道院拳友会）嶋崎真広（近江日野スポーツ少年団）泉日佳梨（東大阪中央道院拳友会）巽柊真、山崎郁真（奈良
郡山城道院拳友会）清水咲生、岡本真歩、古久保いち夏（南部スポーツ少年団）前河土幸也（和歌山西庄スポーツ少年団）中野優
輝（徳島北島スポーツ少年団）西村緩介（西原スポーツ少年団）

◆小学生見習～ 7級の部
　櫻井逸翔（青葉道院拳友会）石村莉愛（仙台宮城野道院拳友会）高橋改（仙台西道院拳友会）高橋唯（仙台泉道院拳友会）三浦桃

音（仙台東道院拳友会）小西尚仁（流山市スポーツ少年団）山浦希一、平田明花莉（習志野台スポーツ少年団）太田樹希（千葉お
ゆみ野スポーツ少年団）杉浦功晟（千葉花見川スポーツ少年団）伊藤希子、浪川志歩里（千葉海匝道院拳友会）山井さくら（千葉
山王道院拳友会）岡川恵士（袖ヶ浦長浦スポーツ少年団）角田泰地（行田南道院拳友会）中山一也（埼玉神川スポーツ少年団）秋
田向日葵（埼玉飯能道院拳友会）前田夏未（埼玉武道館）岡﨑頼武（武蔵嵐山スポーツ少年団）黒瀬勘九朗、榊原弘喜（草加道院
拳友会）佐藤和生（多摩桜ヶ丘道院拳友会）加藤瑞希（多摩豊田道院拳友会）大名真希子、溝口柚葉（東京王子道院拳友会）山根
佑太、狩野鈴士郎（東京蒲田道院拳友会）新家正悠（東京月島道院拳友会）中森弓稀（東京桜台道院拳友会）石田晄大、中川創平（東
京上北沢道院拳友会）太田凜星（東京清瀬元町道院拳友会）齋藤樹（東京西品川道院拳友会）境野陽人（東京石神井スポーツ少年団）
鈴木紘都、島田茉采（東京飛鳥道院拳友会）田邊永和、田邊瑞夏（横浜あざみ野スポーツ少年団）原田泰希（横浜都筑道院拳友会）
清田留衣（横浜緑園西スポーツ少年団）田近拓真、枩本菫（新宿大久保スポーツ少年団）岡晄玄（川崎幸スポーツ少年団）藤井玲
和、船越心晴（川崎西道院拳友会）芳池朔、嶋田樹人（信州宮田生涯教育スポーツクラブ）杉山結珂（富士南道院拳友会）牧野湊

（名古屋太子道院拳友会）小林覚愼（愛知東浦道院拳友会）小室咲門（伏見丹波橋スポーツ少年団）巽優晴（奈良郡山城道院拳友会）
中西巧（西原スポーツ少年団）

≪団体演武≫
◆中学生の部
　渡邉空、斧林莉子、西中美咲、阿部眞子、吉田祐菜、藤井佑香（早稲田実業）和田ゆりあ、藤本凪、鬼頭由奈、竹山桜子、竹山橙

子、大原琉愛（一宮中部道院拳友会）吉田舞衣、西山はな、渡部実緒、土井和枝、山村柚乃、佐々木帆里（加住小中学校）青野心
優、加藤優杏、髙根澤あおい、幡柚希、小澤心香、島田和佳、齋藤吏玖、大津稜馬（清真学園）森川詠太、古田廉之介、城田健太朗、
近藤晴望、玉田照、三浦奏太朗、水野俊、藤田晃誠（豊明西川スポーツ少年団）

◆小学生の部
　後藤望音、村上紗唯、梶川湊、大橋穂乃椛、近藤桜凪、髙松咲子（豊明東道院拳友会）佐藤蘭、小野椋太、成田陽、鈴木悠絆乃、

川上綾弥、牧野うた（名古屋太子道院拳友会）岡田莉奈、早田壮良、久保木大智、藤原圭佑、山井貞治、小池紬（千葉山王道院拳
友会）水野怜、加藤凛久都、髙松壮悟、上野朝陽、梶川三太、村上世凪（豊明東道院拳友会）小林七海、小林千夏、三宅耕太郎、
澄川貴一朗、小山内昊、石島諒典（我孫子道院拳友会）
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少林寺拳法 ＜優秀賞＞

≪規定組演武≫
◆小学生 1級
　李夏陽・高橋葵子（仙台西道院拳友会）渡部奏汰・安藤優希（茨城神栖スポーツ少年団）菅藤陽・岡田進太郎（鹿島港南スポーツ少年団）

中山凜々子・髙澤直、今泉芽久・今泉澪（前橋橘道院拳友会）澤田翔生・山口千就（東京石神井道院拳友会）中村友南・谷津凜々
花（東京西品川道院拳友会）安原陽太・鈴木理孔（板橋加賀スポーツ少年団）横山沙門・青木良磨（小田原道院拳友会）一柳美緒・
藤井壮司（川崎西道院拳友会）

◆小学生 2級
　白出絢聖・澁谷宗汰（多賀城城南道院拳友会）長谷川歩希・竜野櫂士（仙台東道院拳友会）矢作瑛武・赤佐奏和（市川若宮道院拳

友会）熊谷温音・永澤晃樟（船橋西部スポーツ少年団）平井楓人・齋藤琉生（武蔵嵐山スポーツ少年団）坂本依蕗・天羽陽聖（東
京西品川道院拳友会）熱田凜帆・池西珠琴（東京足立東和道院拳友会）秋山風雅・陣野史絆（秦野道院拳友会）瀬戸健仁・松井田
梨玖（川崎幸スポーツ少年団）吉田爽真・能田将吾（伏見丹波橋スポーツ少年団）清水須陽・中村斗弥（南部スポーツ少年団）

◆小学生 3級
　武田実生・佐藤研、相澤和花・千葉結井（青葉道院拳友会）小野柚希・太宰心花（多賀城城南道院拳友会）金盛有真・朝生元太朗
（埼玉入間道院拳友会）大渕羽雲・秋田一琉（埼玉飯能道院拳友会）児玉理九・吉田鼓唱（南中野道院拳友会）草木義織・吉村桧（八
王子高尾スポーツ少年団）小保田創介・ブラウン仁亜（川崎柿生道院拳友会）米山愛莉・加藤惺地（名古屋太子道院拳友会）鎌谷
匠馬・斎藤然（伏見丹波橋スポーツ少年団）藤本楓賀・水本昇志（伊予八幡浜道院拳友会）

◆小学生 4級
　佐藤未桜・斉藤慎（秋田湯沢スポーツ少年団）児山空飛・保母恭輔（伊勢崎東道院拳友会）雨宮瑠斗・阿久津勇気（群馬北毛道院

拳友会）高澤譲・中山隼吾（前橋橘道院拳友会）坪上瑞樹・山田伊織（野田川間道院拳友会）羽鳥哲聖・佐々木篤郎（埼玉中部道
院拳友会）松江悠詩・松江奏佑（朝霞道院拳友会）高野恒平・松下大雅（所沢竜王道院拳友会）岩坪大智・新井誉良（武蔵浦和道
院拳友会）小曽根桃香・加藤愛菜（蕨市スポーツ少年団）原優翔・森創一朗（埼玉武道館）五十嵐凛太朗・岡﨑吉彦、山﨑結翔・
野中咲杜（武蔵嵐山スポーツ少年団）今村眞宙・田中茜（光が丘スポーツ少年団）深谷優希・モリーナ大俐雄（八王子陵北スポー
ツ少年団）千野桜子・千野桃奈（武蔵国分寺スポーツ少年団）瀬谷琳・瀬谷慶（小田原道院拳友会）望月海翔・鈴木貫太（清水袖
師道院拳友会）末木龍仁・松井田莉南（川崎幸スポーツ少年団）

◆小学生 5級
　佐藤万緒・平山京香（青葉道院拳友会）三浦英之助・吉橋仁（多賀城城南道院拳友会）須田陸哉・大谷眞登（群馬北毛道院拳友会）

中村心羽・寺田奏太（千葉清見台道院拳友会）齋藤漣太郎・中山直也（埼玉神川スポーツ少年団）照井愛咲美・今井桜（埼玉中部
道院拳友会）古里心ノ華・萩原珠奈（加住小中学校）熊谷凜・竹村凛柊人（東京辰巳道院拳友会）吉田小紋・高橋慧太（神奈川大
和道院拳友会）磯和人・保母都凪（伊勢崎東道院拳友会）清田凜・河原萄真（横浜緑園西スポーツ少年団）新谷なな美・所澤杏南

（信州宮田生涯教育スポーツクラブ）水谷心之輔・古谷峻一（名古屋なるこ道院拳友会）

◆小学生 6級
　本川大悟・中村奏仁（伊勢崎東道院拳友会）皆川奏多・花岡琉聖（千葉清見台道院拳友会）祖父江仁志・林陽大（朝霞道院拳友会）

白田彩乃・大竹創貴（埼玉川越スポーツ少年団）田中悠人・和田莞佑（埼玉中部道院拳友会）ナリオノア・富岡公太郎（埼玉中部
道院拳友会）村松晄太・五ノ井大絆（市原千種スポーツ少年団）齋藤拓海・天谷時丸（こやのエンジョイくらぶ）片山篤樹・湯悉
露（日本武道館武道学園）草木和心乃・蓮沼直叡（八王子高尾スポーツ少年団）太田玲・今井柚希（八王子陵北スポーツ少年団）
中野みちる・長谷川恵彩（国立中スポーツ少年団）横溝勇飛・友利孔晟（秦野道院拳友会）鈴木穂崇・奥村建琉（浜北東部道院拳
友会）竹山梛子・倉橋莉空（一宮中部道院拳友会）

◆小学生見習～ 7級
　相澤佑真・山本湊士（仙台東道院拳友会）須田航大・野村碧（群馬北毛道院拳友会）桑原大和・田中瞭成（前橋中部道院拳友会）

小菅耕四郎・八島葵（流山北道院拳友会）李誠可・魏俊祺（千葉市海浜スポーツ少年団）中村舞紘・中村繁（蕨市スポーツ少年団）
貝田舞・貝田結（埼玉三ケ島道院拳友会）佐藤勇斗・麦沢龍夢（こやのエンジョイくらぶ）金子茉莉・太田歩（八王子陵北スポー
ツ少年団）大室昊・加納聖真（川崎柿生道院拳友会）樋口亘・石川陽翔（神奈川大和道院拳友会）佐藤結飛・田中和隆（下溝スポ
ーツ少年団）渡邉庵仁・室賀匠裕（長野南スポーツ少年団）淺野栞帆・伊藤幸芽（日進南道院拳友会）倉橋恋空・大原聖翔（一宮
中部道院拳友会）

≪自由組演武≫
◆小学生有段の部
　酒井駿・清水陽翔（蕨市スポーツ少年団）土屋和貴・大嵩治季（伊豆長岡道院拳友会）武井大歩・武井わかな（諏訪市スポーツ少

年団）倉本纏・森唯人（琴弾道院拳友会）

◆中学生段外の部
　大場悠靖・三本松恋（茨城三和スポーツ少年団）赤津菜乃・古橋暁（茨城石岡道院拳友会）伊藤紗良・髙橋シルヴィアそよ葉（清

真学園）宇野心優・宮本寧久、小門琉夢・小出結良（清真学園）吉田あかり・小林桃子（前橋中部道院拳友会）小山内拓海・照井
煌大（我孫子道院拳友会）齋藤晟奈・中村一吹（千葉清見台道院拳友会）谷内敦・長塚開（取手市スポーツ少年団）澤山豪人・渡
辺瑛人（埼玉三ケ島道院拳友会）村松周・竹蓋寛人（光が丘スポーツ少年団）濵なつめ・齊藤伊吹、加藤舞・光永莉菜（富士見丘
学園）小澤正裕・任亮太、関優輝・萩原玄雅（加住小中学校）三浦縁・三浦葵、前田紗良・島稜汰、島彩夏・福澤江莉子（横浜戸
塚道院拳友会）坪井一陽・石川和篤（横浜緑園道院拳友会）前畑伊吹・平松侑直（名古屋太子道院拳友会）出口真琴・山崎芽生（名
古屋なるこ道院拳友会）鎌谷桃羽・中田あおい（伏見丹波橋スポーツ少年団）伊瀬弐智・伊瀬瑛人（琴弾道院拳友会）

◆中学生有段の部
　竹中寛人・池田有悟、菊田大空・小野遊土（仙台東道院拳友会）中山橙子・髙澤諒（前橋橘道院拳友会）石岡歩武・藤井吾王葉（群

馬北毛道院拳友会）和田悠翔・杉浦正典（千葉市海浜スポーツ少年団）岩田隼・田口蒼來（千葉清見台道院拳友会）飛田篤芳・飛
田淳太朗（ひたちなか市松戸スポーツ少年団）藤原亜季郁・髙野暖（草加道院拳友会）安岡瑞貴・秋山巴絵（入間藤沢道院拳友会）
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